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１
月
10
日
＝
市
と
葛
巻
、
岩
手
の
３
市
町
が
社
会

福
祉
法
人
の
西
根
会
、み
ち
の
く
協
会
、安
代
会（
八

幡
平
市
）、
春
陽
会（
岩
手
町
）、
誠
心
会（
葛
巻
町
）、

日
新
福
祉
会（
盛
岡
市
）、
松
実
会（
滝
沢
市
）の
７
法

人
と
成
年
後
見
の
受
け
入
れ
体
制
や
広
域
連
携
に

関
す
る
協
定
を
締
結
。
複
数
の
法
人
が
相
互
に
受

任
で
き
る
仕
組
み
は
全
国
初
。

１
月
19
日
＝
天
皇
杯
第
25
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

男
子
駅
伝
競
走
大
会（
広
島
県
）で
工
藤
信
太
朗
選

手（
西
根
中
）が
２
区
を
力
走
。

２
月
２
日
＝
沸
騰
地
熱
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
催
。

２
月
４
～
７
日
＝
第
69
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー

大
会（
新
潟
県
）ジ
ャ
ン
プ
競
技
で
小
林
龍た

つ

尚な
お

選
手

（
盛
岡
中
央
高
、
松
尾
中
卒
）が
４
位
、
ア
ル
ペ
ン

競
技
で
新
田
雅
人
選
手（
平
舘
高
）が
10
位
入
賞
。

２
月
16
～
19
日
＝
第
７5
回
冬
季
国
体
ス
キ
ー
競
技

会（
富
山
県
）ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
少
年
で
小
林
龍
尚

選
手
が
４
位
、
複
合
競
技
の
成
年
Ｂ
で
永
井
陽
一

選
手（
松
尾
中
教
、
田
山
中
卒
）が
５
位
入
賞
。

４
月
１
日
＝
市
消
防
団
が
36
分
団
を
11
分
団
に
再

編
し
、
新
体
制
で
始
動
。

５５
月月
1515
、、
２２２２
、、
２9２9
日日
＝
市
役
所
で

＝
市
役
所
で
南
米
チ
リ
原
産

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ウ
イ
ン
グ
ス
」の
販
売
会
が
開
催
さ

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ウ
イ
ン
グ
ス
」の
販
売
会
が
開
催
さ

れ
、
れ
、
国
内
で
本
市
が
唯
一
生
産
す
る
観
葉
植
物
の

販
売
会
に
長
蛇
の
列
。

５５
月月
2828
日日
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

策
と
支
援
を
お
知
ら
せ
す
る
広
報
号
外
を
発
行
。

策
と
支
援
を
お
知
ら
せ
す
る
広
報
号
外
を
発
行
。

６６
月月
1111
日日
＝
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
３
０
０
号
発
行

＝
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
３
０
０
号
発
行
。

６６
月月
1919
日日
＝
市
と
二
戸
市
が
申
請
し
て
い
た「
〟奥

＝
市
と
二
戸
市
が
申
請
し
て
い
た「
〟奥

南
部
〝漆
物
語
～
安
比
川
流
域
に
受
け
継
が
れ
る

南
部
〝漆
物
語
～
安
比
川
流
域
に
受
け
継
が
れ
る

伝
統
技
術
～
」が
日
本
遺
産
に
。県
内
自
治
体
が
主

伝
統
技
術
～
」が
日
本
遺
産
に
。県
内
自
治
体
が
主

体
の
申
請
と
し
て
は
初
の
認
定
。

体
の
申
請
と
し
て
は
初
の
認
定
。

Looking
back

on 2020
令和２年に起こった市
に関係する主な出来事
を、広報はちまんたい
に掲載された内容で振
り返ります。

市内小学校丑年生まれの児童に聞く

　ぼくは、新年を迎えた３学期
からたてわり班の班長になりま
す。班長として、低学年に掃除
のやり方をていねいに教えたい
です。また、図書委員として、
学校のみんなが100冊読書の本
を借りてくれるようにがんばり
ます。体育の鉄棒で地球回りが
もうすぐできそうなので、でき
るようにがんばりたいです。新
年は、挑戦する年にしたいです。

　ぼくの今年の目標は、児童会
の会長になって学校を明るく元
気にすることです。一人一人が
進んであいさつするような取り
組みをして、良い学校をつくり
たいです。
　体を動かすこと、特に走る
ことが好きなので、自己ベス
トを出せるように休みの日な
どの練習をがんばりたいと思
います。

　６年生の目標は、あきらめず
に最後までやりとげることで
す。最高学年として学校行事に
積極的に参加して、低学年のお
手本になりたいです。そして、
学校を引っ張っていけるよう
な格好いい６年生になりたい
です。
　夢は市役所で働くことです。
夢をかなえるために、がんばり
ます。

　今年の目標は、最高学年とし
て低学年の手本になるように行
動することです。特にあいさつ
や休み時間の過ごし方をがんば
ります。あいさつは、大きな明
るい声でしたいです。また、休
み時間は、低学年をさそって一
緒に遊びます。
　私はテニスを習っているの
で、どんな球でも打ち返せるよ
うに、練習をがんばりたいです。

　６年生として、全学年を引っ
張っていけるようにがんばりた
いです。昨年の 8 月に八幡平市
のリーダー研修会に参加したと
き、中学生がリーダーになって
班の全員を引っ張ってくれまし
た。私も、その中学生のような
リーダーになり、みんなのお手
本となって行動していきたいと
思います。児童会で楽しい集会
も企画したいです。

　

令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、大
更
駅
東
側
に
建
設
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
八
幡
平
市
立
病
院

が
開
院
の
運
び
と
な
り
、診
療
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
関
係
者
の

方
々
の
ご
支
援
、ご
協
力
の
賜
物
で
あ

る
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
政
運
営
の
指
針
と
な

る
第
２
次
八
幡
平
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
初
年
度
を
迎
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
、
移
住
・
定
住
の
促
進

や
観
光
振
興
、
農
業
振
興
な
ど
各
般

の
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
と

も
に
暮
ら
し
、
し
あ
わ
せ
感
じ
る
八

幡
平
市
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
市
立
松
野
・
寄

木
各
保
育
所
を
統
合
し
た
新
保
育
所

の
建
設
を
行
っ
て
お
り
、
新
園
舎
で

の
保
育
を
早
期
に
開
始
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
然
豊
か
な
環
境
の
な
か
、
子
ど
も

達
が
の
び
の
び
と
過
ご
し
、
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
方
々
と
の
対
話

を
重
ね
な
が
ら
、
市
の
基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
農
業
・
観
光
の
振
興
や
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
支
援
な

ど
、「
農（
み
の
り
）と
輝（
ひ
か
り
）の

大
地
」と
い
う
将
来
像
の
実
現
に
向

け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の

　

あ
い
さ
つ

　八幡平市長
田　村　正　彦

伊藤 結
ゆ り

凜 　

＝平笠＝

畠山 慧
け い た

大 君

＝平舘＝

角掛 涼
りょうた

太 君

＝田頭＝

中身がギュウっと詰まった素晴らしい一年に‼

新年の抱負

大和 桜
は る か

香 　

＝寺田＝

本堂 柚
ゆ ず き

輝 　

＝大更＝

　
市
の
宝
で
あ
り
、
地
域
資
源
で

あ
る
地
熱
に
つ
い
て
、
市
は
地
熱

探
検
隊
、
沸
騰
地
熱
塾
な
ど
の
事

業
を
行
い
、
地
熱
発
電
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
広
く
発
信
す
る
た
め
、
八

幡
平
市
魅
力
発
信
地
熱
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
を
初
開
催
し
、
令
和
元
年

度
の
事
業
報
告
と
と
も
に
コ
ン
テ

ス
ト
の
料
理
を
味
わ
い
審
査
す
る

沸
騰
地
熱
レ
ス
ト
ラ
ン
を
２
月
２

日
、
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
で

開
き
ま
し
た
。

　
塾
生
や
市
民
、
地
熱
事
業
関
係

者
ら
約
70
人
が
参
加
。
活
動
報
告

の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
本
年
度
の
活
動
を
振
り
返

り
、
市
産
品
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
地
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

interview
小野寺奈緒子さ

ん（２年※取材時） 真島奨
すすむ

さん（ふうせつ花勤務）
実行委員として企画成功に尽力 市産品の魅力、市民発信に期待

市の魅力を発信したいと思って参加
しました。打ち合わせが長引くこと
もあったけど、私たちが選んだ料理
を参加者が笑顔で食べていたのを見
て、この企画に参加してよかったと
思いました。どの料理もおいしくて
選ぶのが大変でした。

一次選考を通った料理を再現しまし
た。八幡平市は内陸ですが、魚もあっ
てフルコースがそろえられるほど食
材が豊富です。参加者が今回の料理
を作ってみようと思い、市民自ら市
産品の魅力を発信するきっかけにな
ればうれしいです。

▼
事
業
報
告

　
平
舘
高
生
が
、
地
熱
探
検
隊
で

見
学
し
た
地
熱
発
電
所
の
仕
組
み

や
地
熱
で
育
っ
た
バ
ジ
ル
栽
培
の

感
想
、
見
学
後
に
地
熱
料
理
と
市

の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
学
校
で
開

い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
取
り
組

み
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

校
は
地
熱
染
色
研
究
所
と
コ
ラ
ボ

し
、
染
色
布
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
開
発
か
ら
発
信
ま
で

の
総
合
的
な
取
り
組
み（
関
連
26

㌻
）も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
3
期
目
と
な
っ
た
地
熱
沸
騰
塾

は
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）に
照

ら
し
合
わ
せ
て
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
接
続
可
能
な
観
光
や
農
業

の
あ
り
方
と
そ
の
方
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
き
た
全
3
回
の
取
り
組

み
を
報
告
し
ま
し
た
。

地
熱
を
通
じ 

魅
力
を
発
信

千葉星子さんと八幡平市魅力発信地熱料理コンテスト実行委員会によるトークセッション

スイーツ部門
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紙
面
を
彩
っ
た

懐
か
し
の
連
載
コ
ー
ナ
ー

■
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
人
　
平
成
17
年
10
月

（
№
２
）～
24
年
４
月（
№
１
４
８
）　
今
活

躍
し
て
い
る
人
に
焦
点
を
当
て
た
企
画
。

■
ま
ち
の
企
業
探
検
隊
　
平
成
22
年
1
月

（
№
97
）～
25
年
３
月（
№
１
６
９
）　
全
38
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提
供
し
て
く
れ
た
り
「
忙
し
い
」「
恥
ず

か
し
い
」と
言
い
な
が
ら
も
取
材
に
応

じ
て
く
れ
た
り
と
、
皆
さ
ん
の
協
力
が

な
け
れ
ば
紙
面
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
皆
さ
ん
の
手
に
届
く
ま
で

に
は
、
各
地
区
で
配
布
し
て
く
れ
る
行

政
連
絡
員
や
班
長
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
協
働
の
た
め
に

　「
P
u
b
l
i
c 

R
e
l
a
t
i
o
n
s

＝
大
衆
・
公
衆
と
の
関
係
」の
日
本
語
訳

が「
広
報
」で
す
。
す
な
わ
ち
市
の
広
報

は
、
市
民
と
行
政
が
よ
り
よ
い
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
よ
り

よ
い
関
係
と
は
、
行
政
か
ら
市
民
へ
伝

え
る
一
方
向
で
は
な
く
、
双
方
向
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
協
働

で
取
り
組
む
時
代
で
あ
る
現
在
、
広
報

紙
は
市
民
へ
情
報
を
伝
え
る
の
み
な
ら

ず
、
情
報
を
収
集
し
、
市
政
へ
の
関
心

を
高
め
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
市
の
歴
史
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
興
味
や
関
心
に
耳

を
傾
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
取
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
我
が
ま
ち
に

誇
り
を
持
ち
、
ま
す
ま
す
八
幡
平
市
を

好
き
に
な
る
よ
う
、
ま
ち
の
魅
力
や
頑

張
っ
て
い
る
市
民
の
姿
の
み
な
ら
ず
、

市
の
課
題
も
紙
面
に
取
り
上
げ
、
市
民

と
行
政
を
つ
な
ぐ
広
報
作
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
小
さ
な
情
報
で
も
、
ど
ん
な
意
見
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
八
幡
平
市
の
今
を
紙

面
に
写
し
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
、
八

幡
平
市
の
歴
史
を
広
報
は
ち
ま
ん
た
い

に
刻
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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▲ 2006ジュニアサマージャ
ンプNAGANOシリーズで２
連勝を飾った、当時小学６年
生の小林諭果選手（№ 23）
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▲1回目は培養土の製造販売
を行う三研ソイル㈱。同社相
撲部も実業団の大会で上位
成績を残しています（№ 97）

 広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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手
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幡
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大
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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.hachimantai.lg.jp/

 広報はちまんたい１２月２日号（No.１１７）の印刷経費は１部６１.９５円（税込み）です。経費の一部は広告料

で賄われています。広告掲載【本号】については、 岩手広告社（０１９-６２３-３７７７）まで。
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 幡平いにしえの宝
（市内にある指定文化財を紹介します）

■
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岩
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八
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■
印
刷
川
嶋
印
刷
株
式
会
社

 紙を配合した再生紙

を使用しています

 報

 が日本に伝えられたのは、西 554年。朝鮮半島の百済から渡来した 博士が伝えた

と言われています。この は、月の満ち欠けを元に作成した「太陰太陽 」でいわゆる

「旧 」や「陰 」と呼ばれている です。江戸時代中期に冷害や凶作の被害を受けやす

い田山の地で「田山 」は誕生しました。

最初は手書きでしたが、干支や農具、植物を彫りこんだスタンプ状の木活版木を一枚の

紙に一つ一つ押して、読み書きのできない人たちにも年中行事や農業経営の目安となれば

と発案者の思いが伝わってきます。江戸時代の紀行家やシーボルトもこの を「珍しきも

の」として江戸市中はもとよりヨーロッパまで紹介しています。明治６年（1873）に明治政

府は、太陽 を採用したことで旧 は終わりを告げたと思われましたが、近年、明治９年

の田山 が発見されました。時代が変わっても、版元善八の思いは伝わっていたようです。
≪参考文献≫南部絵 （岩手県立博物館1983年）、だんぶり（八幡秀男著）

 在 地：下モ川原４４番地

指定年月日：昭和５７年３月２３日（県指定）

 山暦木活版木
 やまごよみもっ かつ はん ぎ

 �������

▲農作業時期の目安と
した田山暦の木活版木
※現代のスタンプ（№
117）

 健のひろば
  内線1151市市民部保健課

介護のココロ
  内線1184市地域包括支援センター

 8 o.107◎２０１０．７．１

環境のみらい
  内線1137市市民部市民課

 
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、
食
中
毒
に
注
意
が
必
要
な
季

節
で
す
。
気
温
・
湿
度
と
も
に
高

い
こ
の
時
期
は
、
食
中
毒
の
原
因

と
な
る
細
菌
の
増
殖
が
活
発
に
な

る
た
め
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
安
全

で
健
康
な
食
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

 
食
品
を
買
う
と
き

▽
賞
味
期
限
、
消
費
期
限
や
保
存

方
法
を
確
認

▽
肉
や
魚
な
ど
は
、
汁
が
ほ
か
の

食
品
に
付
か
な
い
よ
う
に
分
け
て

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る

▽
食
品
を
買
っ
た
後
は
、
す
ぐ
に

家
に
持
ち
帰
る


家
庭
で
保
存
す
る
と
き

▽
食
品
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
保
管

▽
肉
や
魚
な
ど
は
、
汁
が
漏
れ
な

い
よ
う
に
包
ん
で
保
存

▽
冷
蔵
庫
は

度
以
下
、
冷
凍
庫

 ０

は
マ
イ
ナ
ス

度
以
下
を
保
ち
、

 ５

詰
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る


下
準
備
を
す
る
と
き

▽
ふ
き
ん
や
タ
オ
ル
は
清
潔
な
も

の
を
用
意
。
台
所
は
清
潔
に

▽
こ
ま
め
に
手
を
洗
う

▽
肉
や
魚
は
生
で
食
べ
る
も
の
か

ら
離
す

▽
肉
や
魚
を
切
っ
た
ま
な
板
や
包

丁
は
必
ず
洗
い
熱
湯
消
毒
を
（
肉

用
、
魚
用
、
野
菜
用
と
そ
れ
ぞ
れ

別
に
そ
ろ
え
る
と
よ
り
安
全
）

▽
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵
庫
の

中
や
電
子
レ
ン
ジ
で


調
理
を
す
る
と
き

▽
加
熱
は
十
分
に

▽
調
理
前
後
の
食
品
は
室
温
に
長

時
間
放
置
し
な
い
（
一
般
的
な
食

中
毒
菌
は

～

分
で
２
倍
に
増

 ０

２０

え
て
い
く
）

▽
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
と
き
は
、

専
用
の
容
器
を
使
い
、
熱
が
伝
わ

り
に
く
い
場
合
は
、
時
々
か
き
ま

ぜ
る
よ
う
に
す
る


食
事
を
す
る
と
き

▽
清
潔
な
食
器
を
使
う

▽
食
べ
る
前
に
手
を
洗
う

▽
温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
う
ち
に
食

べ
る

◆生活機能評価を実施しています

市は、高齢者の皆さんにいつまでも元気に過ごし

てもらうために、筋力の低下や低栄養状態など、生

活機能の低下をいち早く発見する生活機能評価を実

施しています。

△

対象者は、要支援・要介護の認定を受けていない

６５歳以上の人です。

△

特定健康診査・後期高齢者健康診査と同時に実施

しています。

△

同評価は、「基本チェックリストによる問診」「計

測」「診察」「心電図」「貧血検査などの血液検査」「医師

の判定」を行います。

△

医師の判定により、

生活機能の向上が必

要な人には、 ０月か

ら開催予定の介護予

防教室への参加を案

内します。

 れや薄曇りの日は注意が必要です

◆光化学オキシダントにご注意を

光化学オキシダントは、工場や自動車から排出さ

れた窒素酸化物や炭化水素などが紫外線と反応する

ことで発生します。日差しが強く、気温の高い、風

のないような日に多く発生しています。注意報が発

令された場合は次のことに注意してください。

①屋外での激しい運動を控える

②窓を閉めて、外気が入らないようにする

③不要な外出と自動車の利用を控える

 次の症状が出た場合は】

①「目がチカチカする」「のどが痛む」、頭痛や吐

き気などの症状が出たら、洗眼やうがいを行い安静

にする

②症状が良くならない場合や手足のしびれ、呼吸困

難の症状が出たら、医師の手当てを受ける

県では、注意報発令など光化学オキシダントに関

する情報を携帯電話でメール配信しています（アド

レス：http://www.pref.iwate.jp/m/）。

 
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に

はちまんたい広報 9

 
ど
ん
な
会
社
で
す
か

自
動
車
や
製
缶
に
使
わ
れ
る
超
硬
・
セ

ラ
ミ
ッ
ク
部
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
従
業

員
一
人
一
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
伸
び
伸

び
仕
事
が
で
き
る
会
社
で
す
。

 高津ダイス

製作所西根工場

 

 在地  笠第２４-1-３７

資本金 １，０００万円

代表者 田代 貢

設立  成元年１０月

従業員数 １４ 

電話番号 ７５-１３２２

事業内容 金属部品などに使われ

るパンチ・ダイなどの超硬、セラ

ミック部品の加工・販売

主な取引先  硬工具メーカー

 介 介者者  造 造長長 杣澤雅典杣澤雅典さん（写真右）さん（写真右）
そま ざわ まさ のり

副 造長 笹森忠昭さん（写真左副 造長 笹森忠昭さん（写真左））
ささ もり ただ あき

                業業業業業業業業業業業業業業業業人人人人人人人人人人人人人人人人にににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるる会会会会会会会会会会会会会会会会社社社社社社社社社社社社社社社社紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 業人による会社紹介介介介介介介介介介介介介介介介介

 
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

製
品
の
外
形
や
内
形
を
削
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
形
や
大
き
さ
が
一
つ
一
つ
違

う
製
品
を
削
る
技
術
は
、
ミ
ク
ロ
ン
単
位

の
仕
事
に
な
り
ま
す
。

 
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

品
質
の
向
上
を
図
り
「
不
良
品
ゼ
ロ
」
、

納
期
を
守
り
「
遅
れ
ゼ
ロ
」
、
安
全
第
一

で
「
ケ
ガ
ゼ
ロ
」
の
も
と
、
お
客
さ
ん
が

満
足
す
る
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

 
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

設
計
し
た
製
品
が
図
面
ど
お
り
納
期
内

に
完
成
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員
全

員
に
伝
え
た
技
術
で
製
品
を
完
成
さ
せ
た

と
き
に
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

 
今
後
の
展
望
は

精
度
が
厳
し
く
な
り
、
常
に
変
化
し
続

け
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
自
分
た
ち
の
技
術
向
上
に
力
を
入
れ

た
い
で
す
。

 
更
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和

年
に
設
立
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。

 ４こ
こ
数
年
は
、
県
 
会
に
も
出
場
す
る
な

ど
着
実
に
実
力
を
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
小
学
校
２
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の

人
が
所
属
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

２４

や
ノ
ッ
ク
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
基
礎
を

中
心
に
各
種
 
会
の
県
 
会
出
場
を
目
指

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
、
野
球
の
面
白
さ
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
あ
い
さ
つ
や
道
具
を
 

切
に
す
る
な
ど
生
活
の
基
本
を
全
員
に
身

に
付
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
練
習
日
時
・
場
所

 
毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

半
ま
で
、
西
根
中
学
校

 
毎
週
木
曜
日

午
後
４
時
か
ら
６
時
ま

で
、
大
更
小
学
校

 
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
、
大
更
小
学
校

※
ぜ
ひ
見
学
・
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。

入
団
で
き
る
の
は
、
原
則
小
学
校
２
年
生

か
ら
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
 
更
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
・
高
橋
学
（


―
２
８
８

７６

８
）
ま
で
。

 
更
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

 o.2

 々野球の面白さを感じている団員たち

バッティング練習を行う団員

 健のひろば
 ・内線1172 地域福祉課健康推進係

ささえあいの輪
 ・内線1167 地域福祉課障がい福祉係

 の条件の該当者に、手当を支給しています。

 特別障害者手当

▶対象者 20歳以上で、身体または精神に著しい

重度の障がいがある方。おおむね身体障害者手帳

１・２級、療育手帳A判定の方またはそれと同等

の障がいを有する方が対象になります。

▶手当額 月額26,000円（平成26年４月現在）

 障害児福祉手当

▶対象者 20歳未満で、身体または精神に著しい

重度の障がいがあるお子さん。おおむね身体障害

者手帳１・２級、療育手帳A判定の方またはそれ

と同等の障がいを有する方が対象になります。

▶手当額 月額14,140円（平成26年４月現在）

※ 支払いは、年４回（２・５・８・11月）です。

※ 施設入所や長期入院（３カ月以上）している、

制限以上の所得がある方は、対象になりません。

※ 申請には、障害者手帳や住民票などの書類が

 
で
は
、
風
し
ん
の
流
行
や
生
ま

れ
て
く
る
お
子
さ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

の
緊
急
対
策
と
し
て
、
成
人
の
風
し

ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

 
助
成
対
象
者

 
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
条
件

の
両
方
に
該
当
す
る
方

▼
昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
方

で
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
人

▼
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
人

※

妊
娠
中
の
方
や
妊
娠
し
て
い
る

可
能
性
の
あ
る
人
は
除
く
。

 
助
成
金
額
（
助
成
は
１
回
の
み
）

・
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
＝
３
千

円・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
＝

５
千
円

※

予
防
接
種
料
金
は
、
各
医
療
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
自
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 
助
成
対
象
期
間

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
27
年

２
月
28
日
ま
で
（
助
成
申
し
込
み
の

締
め
切
り
）

 
助
成
金
の
申
請
方
法

予
防
接
種
後
、
次
の
書
類
を
 
役

所
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
、
申
請
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

❶
予
防
接
種
の
領
収
書
（
風
し
ん
予

防
接
種
と
記
載
の
あ
る
も
の
）
ま
た

は
領
収
を
証
明
す
る
書
類

❷
予
防
接
種
済
書
ま
た
は
予
防
接
種

済
み
を
記
録
し
た
母
子
健
康
手
帳

❸
預
金
通
帳
（
助
成
金
振
り
込
み
の

た
め
の
本
人
名
義
の
通
帳
）

❹
印
鑑

❺
申
請
書
兼
請
求
書
（
 
役
所
の
窓

口
で
記
入
し
て
し
た
だ
き
ま
す
）

必要です。このほかに医師の診断書などが必要

となる場合もあります。

在宅の重度障がい者の方に対し、タクシー料金

の一部を助成しています。

 対象者 身体障害者手帳１・２級の方、療育手帳

A判定の方、精神障害者保健福祉手帳１・２級の方

※ 対象者に該当しても、施設に入所している方

や寄宿舎に入寮している方、自動車税または軽

自動車税の減免を受けている場合は対象外です。

 利用できるタクシー会社 西根観光タクシー、

平舘タクシー、福祉タクシーこまどり、安代観光

タクシー

 申請窓口 市役所地域福祉課または松尾・安代

両総合支所、田山支所

 手続きに必要なもの 印鑑と上記の障害者手帳

 助成内容 １枚600円のタクシー券を、申請月

から１カ月に２枚ずつ、１年で最大24枚交付

 
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成

 
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

２

 

の

八
幡
平
 
に
暮
ら
し
始
め
、

あ
っ
と
い
う
間
に
４
カ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
主
な
活
動
地
域
と

し
て
暮
ら
し
て
い
る
田
山
地
域

で
は
、
〝
例
年
に
な
く
楽
な
冬
〟

だ
と
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
話
し

て
い
ま
す
。「
え
っ
！
こ
れ
で
楽

な
冬
な
の
？
」
と
、
ま
だ
ま
だ
雪

国
初
心
者
の
私
は
、
早
く
も
次

の
冬
の
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

冬
の
八
幡
平
 
は
、
雪
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
り

ま
す
。
私
は
、
３
月
２
日
に
行

わ
れ
た
田
山
ス
キ
ー
場
で
の
雪

ま
つ
り
に
田
山
地
域
振
興
協
議

会
の
皆
さ
ん
と
参
加
。
手
作
り

ピ
ザ
を
焼
き
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ピ
ザ
を
無
事
完
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に

好
評
で
し
た
の
で
、
今
後
は
、

田
山
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
ピ
ザ
な
ど
を
焼
く
こ
と
が

で
き
る
石
窯
の
設
置
を
企
画
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
４
月
か
ら
新
た
に

３
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
着
任
し
ま
し
た
（
５
月
８

日

号

の
広

報

で
紹

介

し
ま
す
）
。
私

も
含

め
て
新
た
に
加
わ
る
「
仲

間
」
も
、
今
ま
で
自
分

が
築

い
て

き
た
も
の
と
別

れ
る
覚

悟

を
経

て
、
新
天
地
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ

ー

ト
し
ま
し
た
。

私
が
田
山
地
域
の
皆
さ
ん
に

し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
新

た
に
加
わ
る
仲

間
も
地
域
の
皆

さ
ん
に
温

か
く
迎

え
て
い
た
だ

き
、
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
新
体

制

を
ス

タ

ー
ト
し
て
、
地
域
の
盛

り
上

げ

に
貢

献

し
て
い
き
ま
す
。

手作りピザを焼きました

焼きあがったピザ  別障害者手当と障害児福祉手当

福祉タクシーの助成について

４月１日から、地域の公民館がコミュニティセ

ンター（通称コミセン）に変わり、地域振興協議会

が指定管理者となってスタートしました。

広報はちまんたい３月６日号で紹介しました

が、従来の生涯学習・スポーツ事業に加えて、地

域の自治を盛り上げるための活動拠点にしていこ

うというのが、コミセン化の狙いです。

指定管理移行に伴う新たなサービスとして、コ

ミセンの予約状況などの情報が、市のホームペー

ジ上で確認できるようになりました。

また、コミセンごとにソーシャルネットワーク

サービスのFacebookページを開設しました。

Facebookを利用している皆さんは、ぜひお近くの、

あるいはよく利用するコミセンのページで「いい

ね！」ボタンを押してみてください。

詳しくは、お近くのコミセンまたは市役所地域

振興課（☎・内線1142）まで。

 ミュニティセンター通信
 １回

ＱＲコードを読み取ると、各

コミセンのＦａｃｅｂｏｏｋのページに

アクセスできます。

指定管理で地域が運営する自治の拠点

ネットを通じて新たなサービスも展開

大更コミセンのＦａｃｅｂｏｏｋページ
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きそえ　
　つどえ　
　　かがやけ

　10
月
１
日
、
希
望
郷
い
わ
て
国
体
が

い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。

　八
幡
平
市
で
は
、
テ
ニ
ス（
少
年
男

女
）・
相
撲
・
ラ
イ
フ
ル
射
撃（
Ｃ
Ｐ
を

除
く
）・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
少

年
男
子
）・
ゴ
ル
フ（
女
子
、少
年
男
子
）

の
５
つ
の
正
式
競
技
と
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　本
県
で
の
開
催
は
、
昭
和
45

（
１
９
７
０
）年
以
来
4６
年
ぶ
り
。
全
国

　広報はちまんたい号外
そばっち通信

いよいよ開幕！

農
みのり

と輝
ひかり

の大地で

八幡平市田山射撃場

八幡平市立田山小学校体育館

10月 3～4、6～7日

か
ら
本
市
に
訪
れ
る
選
手
た
ち
を
お
迎

え
す
る
た
め
、
市
民
総
参
加
で
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
選
手
た
ち
が
競
技

に
専
念
す
る
環
境
や
お
も
て
な
し
の
準

備
は
整
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
必
要
な
の

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
で
す
！

　競
技
の
観
覧
は
無
料
で
、
事
前
申
し

込
み
も
不
要
で
す
。
観
戦
に
来
場
し
、

国
体
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
、
多
く
の

感
動
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

詳
し
く
は
、
９
月
８
日
発
行
広
報
は
ち
ま
ん

た
い
Ｎ
ｏ
．
２
５
１
と
同
時
配
布
さ
れ
た「
観

戦
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

◎駐車場について
　一般観覧者用の駐車場は右のとお
りです。ラグビー競技以外は会場内
に駐車することができません。
　各駐車場から会場までは無料シャ
トルバスをご利用ください。シャト
ルバス時刻表は「観戦ガイドブック」

に掲載しています。

▶相撲・ゴルフ（少年男子）：市役所西根総合支所
▶テニス・ゴルフ（女子）：安比高原スキー場駐車場
▶ラグビー：会場内駐車場、松尾八幡平ビジター
センター
▶ライフル射撃：田山グラウンド

回
。社
員

の
仕
事
を

通
し
て
会

社
を
紹

介
。

■
八
幡
平
い
に
し
え
の
宝
　
平
成
22
年
５

月（
№
１
０
４
）～
25
年
３
月（
№
１
６
９
）　

市
内
の
貴
重
な
文
化
財
や
自
然
を
紹
介
。

■
わ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
平
成
22
年

６
月（
№
１
０
５
）～
25
年
４
月（
№

１
７
１
）　
全
32
回
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
通
信
　
平
成

26
年
４
月（
№
１
９
４
）～
27
年
５
月（
№

２
１
９
）　
全
14
回
。地
域
の
公
民
館
が
コ

ミ
セ
ン
に
変
わ
り
、
地
域
の
運
営
に
。

▲２回目に登場の大更野球
スポーツ少年団。現在は平舘
野球スポーツ少年団と統合
し、岩鷲ベースボールクラブ
となりました（№ 107）

■
希
望
郷
い
わ
て
国
体
そ
ば
っ
ち
通
信
　

平
成
27
年
６
月（
№
２
２
１
）～
28
年
11
月

（
№
２
５
５
）　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
の
機

運
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

▶
大
会
直
前
の
号
外（
平
成
28
年
9
月
）

▲各コミセンの Facebook
ページを紹介（№ 19４）

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
３
０
０
号

　
平
成
17
年
9
月
１
日
、
西
根
町
・
松

尾
村
・
安
代
町
が
合
併
し
、
人
口
３
万

１
７
６
６
人（
同
年
８
月
末
）、
総
面
積

８
６
２
平
方
㌔
㍍
の
八
幡
平
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
14
年
９
カ
月
が

経
過
。
新
市
と
共
に
誕
生
し
た「
広
報
は

ち
ま
ん
た
い
」が
、
今
月
で
創
刊
か
ら

３
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　
３
０
０
号
に
至
る
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

「
〇
〇
な
す
ご
い
人
が
い
る
よ
」「
○
○

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
よ
」と
情
報

広
報　はちまんたい

八幡平市の記念すべき第一歩を刻んだ創刊号

■平成17（2005）年【№１～７】
9月　八幡平市誕生、創刊号発行
／10月　田村正彦氏が初代市長
に就任※写真①
■平成18（2006）年【№８～30】
11月　市民憲章と市の花・鳥・木を
制定、宮古市と姉妹都市協定締結
■平成19（2007）年【№ 31～53】
1月　名護市との友好都市協定締
結／9月　集中豪雨災害大きな爪
痕残す※写真②
■平成20（2008）年【№ 54～75】
■平成21（2009）年【№ 76～96】
７月　岩手山パノラマラインが
開通

■平成22（2010）年【№ 97～118】
３月　渋川小閉校／11月　八幡
平市民歌制定
■平成23（2011）年【№ 119～141】
３月　東日本大震災※写真③／
８月　北東北インターハイレス
リング競技開催※写真④
■平成24（2012）年【№ 142～164】
12月　一般廃棄物最終処分場が
完成
■平成25（2013）年【№ 165～187】
３月　東大更小と田山中が閉校
■平成26（2014）年【№ 188～210】
11月　市役所新庁舎開庁※写真⑤
／12月　西根バイパス全線開通

■平成27（2015）年【№ 211～234】
■平成28（2016）年【№ 235～258】
２月　希望郷いわて国体スキー競
技会開催／10月　希望郷いわて
国体５競技開催※写真⑥
■平成29（2017）年【№ 259～270】
1月　お知らせ版を本号に統合
し、カラーページを増加
■平成30（2018）年【№ 271～282】
４月　八幡平市立病院工事開始
■令和元（2019）年【№ 283～294】
４月　ハロースクール安比校開校
を目標とする事業提携締結
■令和 2（2020）年【№ 295～】
現在に至る

「広報はちまんたい」で振り返る　市と広報の歩み
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  広報はちまんたい 10月13日号（№253）の印刷経費は１部60.134円、 発行部数は10,300部です。経費の一部は広告

料で賄われています。広告掲載については、市役所企画財政課（☎・内線1211）まで。

 
成
28年

10月
13日

発
行（
毎
月
第
２
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４
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日
発
行
）
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手
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市
野
駄
第
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地
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ホ
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■
発
行
　
岩
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八
幡
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■
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企
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課

☎
0195-74-2111　

FAX0195-74-2102
■
印
刷
　
川
嶋
印
刷
株
式
会
社

 
別
編

 
望
郷
い
わ
て
国
体　

熱
戦
に
次
ぐ
熱
戦　

感
動
を
あ
り
が
と
う

　 

市
内
出
身
選
手
た
ち
の
誇
り
高
き
雄
姿

 
別
編

 敬称略。詳しい大会の様子は、11月10日発行の広報はちまんたいで紹介します。

 
 
集
後
記

 
平
舘
学
童
の
受
け
身
教
室
の
取
材
に

行
き
ま
し
た
。
私
は
昔
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
柔
道
を
少
し
や
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
受
け
身
の
練

習
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
と
て
も
懐
か

し
く
思
い
ま
し
た
。
受
け
身
を
覚
え
る

と
、
転
ん
で
も
自
然
に
頭
な
ど
を
守
る
動

作
を
と
り
ま
す
。
３
歳
の
息
子
が
転
ん
で

頭
を
打
つ
度
に
、
い
ず
れ
は
息
子
に
も
柔

道
の
受
け
身
を
教
え
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜 
○

 
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
国
体
本
大

会
が
開
幕
と
な
り
、
こ
の
後
記
を
書
い

て
い
る
最
中
に
も
熱
戦
が
続
い
て
い
ま

す
。競
技
に
お
い
て
は
、広
報
で
こ
れ
ま

で
追
っ
掛
け
て
い
た
市
内
出
身
選
手
の

奮
闘
ぶ
り
を
間
近
に
し
、
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
１
戦
１
戦
手
に
カ
メ
ラ
と
汗

を
握
り
な
が
ら
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

 
市
内
開
催
５
種
目
の
正
式
競
技
を
全

て
観
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
実
際
に
観
戦
に
行
っ
た
人
や

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
人
か
ら
各
競
技
の
様

子
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
写
真
な

ど
を
通
し
て
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
感
じ

取
っ
て
い
ま
す
。
取
材
で
会
場
を
回
る

と
、
戦
う
選
手
た
ち
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が

駆
け
ず
り
回
り
な
が
ら
、
こ
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ん
だ

な
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
私
も

参
加
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
今
こ
の
一
瞬
一
瞬
は
み
ん
な
大
変

だ
け
れ
ど
も
、
や
り
終
え
た
時
の
充
実

感
は
大
き
い
は
ず
。
２
月
の
冬
季
大
会

も
含
め
て
、
完
全
国
体
に
携
わ
れ
た
こ

と
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
を
幸

せ
に
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

沙 
○

 撲・成年男子

 浦智哉
　　 （法政大学）

 
撲
・
成
年
男
子

個人５位 里舘健
　　 （平舘高教）

 撲・少年男子

 浦裕介
　　 （平舘高３年）

 
撲
・
少
年
男
子

吉田皇
　　 （平舘高３年）

 
撲
・
少
年
男
子

 
撲
・
少
年
男
子

 
撲
・
少
年
男
子  浦和啓

　　 （平舘高 1年）

津志田亜睦
　　 （平舘高 2年）

長内龍
　　 （平舘高 1年）

テ
ニ
ス
・
少
年
男
子

松
浦
洸
祐

　
　

 

（
岩
手
高
３
年
） 

ラ
イ
フ
ル
射
撃
・
成
年
女
子

坂
本
由
美
子

　
　

 　
　

（
県
体
協
） 

 庁式でテープカットを行う、左から米川次郎旧安代町長、工藤直道市議会議長、杉原永康盛岡広域振興局長、田村正彦市長、

工藤勝博県議会議員、佐々木正四郎旧松尾村長、高橋富一市商工会長、古澤眞作庁舎建設検討委員会委員長（現在委員会は廃止）

 
役
所
新
庁
舎
の
開
庁
式
が
11
月
25
日
に
行
わ
れ
、
業
務
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
開
庁
式
の
模
様
と
新
庁
舎
に
つ
い

て
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

 庁舎が開庁

 
の
新
庁
舎
開
庁
式
が
  
月
25
日
、
関

係
者
ら
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、
新
庁
舎

正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
２
部
構
成
。
第
１
部
で
は
、
田
村

正
彦
 
長
が
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
し
た
内
容

 成26年
11月25日

を
３
㌻
に
掲
載
）
を
述
べ
た
後
、
出
席
者
を

代
表
し
て
８
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
野
保
育
所
園
児
 6

人
が
、
く
す
玉
を
割
り
、
出
席
者
全
員
で

新
庁
舎
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
の
大
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
岡
田
久
副
 
長
が
、
新

庁
舎
建
設
事
業
の
経
過
を
報
告
。
ま
た
、

建
設
に
当
た
り
、
用
地
な
ど
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
 
民
の
皆
さ
ん
や
建
設
業
者

な
ど
に
、
田
村
 
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
（
３
㌻
参
照
）
。

式
の
最
後
に
は
、
万
歳
三
唱
を
行
い
、

 
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。

 庁式には大勢の関係者が出席

建設に携わった

業者らに感謝状

が贈られました

 
の
新
た
な
出
発
を
祝
う

 2 o.209◎2014．12． 4

 務室

 務室

支持地盤

地中熱

採熱

地中熱

採熱

地中熱

採熱

抗基礎

 中熱利用イメージ

採熱用
ヒートポンプ

 
町
村
合
併
の
集
大
成

 
日
、
こ
う
し
て
新
庁
舎
開
庁
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
庁
舎

建
設
は
、
八
幡
平
市
誕
生
に
当
た
り
、

根
幹
を
成
し
た
旧
３
町
村
の
自
治
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い
に
よ
っ

て
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
の
目
標
か
ら
は
、
大
分
時
間

を
要
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
く
た
め
の
貴
重
な
時
間
で
あ

っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
庁
舎
開
庁
が
、
ま
さ
に
３
町
村

合
併
の
集
大
成
で
あ
る
と
と
も
に
、

 
日
が
、
八
幡
平
市
の
新
た
な
出
発

点
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
職
員

が
一
堂
に
会
し
、
同
じ
屋
根
の
下
で

働
く
と
い
う
体
制
が
整
い
ま
す
。

こ
の
新
庁
舎
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
幸
せ
の
た
め
、
あ
る
い
は
地
域
活

性
化
の
た
め
の
拠
点
と
な
れ
る
よ

う
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
議
会

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
一
層

尽
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

て
、
新
庁
舎
開
庁
に
当
た
っ
て
の
ご

あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

 
日
は
ご
出
席
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
感
謝
状
贈
呈
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

 
土
地
協
力
者

▽
佐
々
木
佐
一
▽
佐
々
木
育

男
▽
佐
々
木
利
悦
▽
佐
々
木
幸
雄
▽
佐
々
木
安

夫
▽
田
村
宏
▽
佐
々
木
智
▽
田
村
徳
美
▽
乙
部

忠
男
▽
田
村
正
直
▽
佐
々
木
久
夫
▽
田
村
泰
彦

 
施
工
業
者

▽
清
水
建
設
株
式
会
社
東
北
支

店
▽
株
式
会
社
高
建
工
業
▽
株
式
会
社
ユ
ア

テ
ッ
ク
岩
手
支
社

 
設
計
業
者

▽
株
式
会
社
関
・
空
間
設
計

 庁舎では地中熱を活用

地下５㍍以深の地中温

度は、夏・冬を通じて13～

15度と一定です。

 庁舎では、建物の杭
くい

基礎を地中熱の採熱管と

して活用し、冷暖房に係

るエネルギーの削減を図

っています。

田
村
正
彦
市
長

あ
い
さ
つ
（
一
部
抜
粋
）

結（
ゆ
い
）の
ひ
ろ
ば

 庁舎のロビーと執務室（奥）

地中熱を冷暖房に

活用
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、
行
方
不
明
者
は
１
万
６
２
９

０
 
以
上
に
上
っ
て
い
る
。

八
幡
平
市
は
、
最
大
震
度
５
強

を
観
測
。
こ
の
地
震
で
、
一
部

建
物
の
破
損
な
ど
の
被
害
が
出
た

り
、
市
内
全
域
の
停
電
な
ど
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
り
し

た
も
の
の
、
幸
い
に
も
死
傷
者
な

ど
の
 
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
今
も
な
お
余
震
が
続
く
中
、

物
流
が
正
常
に
回
復
し
て
い
な
い

た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
不
足
で

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
る
な
ど
、
市
民
の
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
市
は
、

発
生
直
後
に
災
害
警
戒
本
部
を
設

置
し
、
切
り
替
え
た
災
害
対
策
本

部
を
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

 
地
震
列
島
襲
う

3
月

日
午
後
２
時

分
ご
ろ
、

  

４６

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
強
い
地
震

が
発
生
し
た
。
宮
城
県
栗
原
市
で

震
度
７
を
記
録
す
る
な
ど
、
日
本

の
広
い
範
囲
で
激
し
く
揺
れ
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
震
源
の
深

さ
は

㌔
。
地
震
の
規
模
を
表
す

２４

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
・
０
は
、

国
内
観
測
史
上
最
大
の
大
地
震
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
に
伴
い
、

太
平
洋
沿
岸
で
は

㍍
を
超
え
る

 ０

大
津
波
が
発
生
。
押
し
寄
せ
る
波

は
ま
ち
を
の
み
込
み
、
建
物
な
ど

を
が
れ
き
の
山
に
変
え
、
多
く
の

尊
い
命
を
奪
っ
た
。

警
察
庁
の
３
月

日
午
後
９
時

３０

現
在
発
表
で
は
、
こ
の
地
震
と
津

波
に
よ
る
死
者
は
１
万
１
３
６
２

 震発生後間もなく、市内全域で停電。
信号が停止するなど、交通網が乱れた。
市内全域に明かりが戻ったのは、１３日
の午前中だった（写真＝１１日午後４時
２０分ごろ、大更上町交差点付近）

市内で唯一避難所を開
設した大更公民館には、
最大６０人が避難。寒さ
と余震に耐えながら夜
を明かした（写真＝３
月１１日夜）

 
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

 
島
を
襲
っ
た
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震

人
的
被
害
な
し
も
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

はちまんたい広報 3

 
災
県
の
中
で
 
害
が
最
小
限

で
あ
っ
た
八
幡
平
市
は
、
一
日
も

早
い
復
興
に
向
け
て
、
津
波
で
甚

大
な
 
害
を
受
け
た
沿
岸
を
は
じ

め
と
す
る
自
治
体
へ
の
支
援
を
開

始
し
て
い
る
。
姉
妹
都
市
で
あ
る

宮
古
市
に
は
、
米
や
水
、
日
用
品

な
ど
生
活
物
資
を
送
っ
た
。
他
の

自
治
体
に
も
同
様
に
物
資
を
提
供

し
た
り
、
人
的
支
援
を
行
っ
た
り

し
て
い
る
。
避
難
所
生
活
が
長
引

く
こ
と
を
想
定
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
支
援
物
資
と
し
て
米
の
提

供
を
受
け
付
け
た
。

ま
た
、
市
内
企
業
の
肉
の
横
沢

や
北
舘
製
麺
は
、
 
災
地
を
訪
れ
、

 市役所業務 通常業務開始（３月１４日～）

 交通

①コミュニティバス＝通常運行②岩手県北

バス＝盛岡⇔八幡平市方面は通常運行（３月

１６日～）、盛岡⇔安比高原は全線運休③JR花

輪線＝おおむね通常運転（４月１日～）

 ごみ 通常通り回収（４月４日～）

※全世帯に配布している分別収集日程表を確

認ください

 避難してきた人の情報提供を

安否確認のため、被災地から避難してきた

人の情報（名前など）を収集しています。

詳しくは、市役所市民課（ ・内線１１３４）、

松尾・安代総合支所地域振興課（松尾＝ ・

内線２１０３、安代＝内線３１２０）

 避難生活をする上での各種相談は

①医療、健康相談＝市役所保健課（ ・内

線１１４１）②福祉相談＝市役所地域福祉課（ 

・内線１１６１）③就学支援＝教育委員会事務局

学校教育課（ ・内線２３１６）

豚
汁
や
そ
ば
な
ど
温
か
い
食
事
を

提
供
し
た
。
市
内
の
ホ
テ
ル
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
、
民
宿
の
若
手
関
係

者
で
作
る
「
八
幡
平
観
光
協
力
宿

の
会
・
若
者
風
」
は
温
泉
の
お
湯

わかもののかぜ

を
宮
古
市
に
運
び
提
供
し
た
。
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
は
義
援
金

を
送
っ
た
。
復
興
へ
の
願
い
を
込

め
た
支
援
の
輪
は
い
た
る
と
こ
ろ

で
広
が
っ
て
い
る
。

市
民
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
、
前
を
向
い
て
こ

の
苦
難
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
よ

う
。
が
ん
ば
ろ
う
岩
手
。
が
ん

ば
ろ
う
東
北
。
そ
し
て
、
が
ん

ば
ろ
う
日
本
。

 ３月１５、１７、１８、24日に米や水、味付け卵など支援物資を
トラックに載せ、姉妹都市の宮古市に搬送した

↓３月17日には田村正彦市長も支援物資の搬送に同行し、必
要な物などの確認を行った

市では、支援物資として白米を市民の皆さんから３月２８日から４月
４日まで受け付け。多くの市民が提供に訪れた

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
み
ん
な
で
願
い

で
き
る
こ
と
か
ら
支
援
の
「
輪
」
を
広
げ
よ
う

震災による生活information
（４月１日現在）

※最新情報は市ホームページで確認ください
http://www.city.hachimantai.lg.jp/

田頭小の児童は、自分たちで育てた米を道の駅にしねで販売した売り
上げの一部を義援金として市社会福祉協議会に寄付した（３月１８日）

写真① 写真② 写真③ 写真⑥写真⑤写真④

　「広報はちまんたい」は今月で300号を迎えました。これまで八幡平市の歴史を刻んでき
た本紙も、時代の流れに合わせて少しずつ変化してきました。
　今回は発刊300号を記念し、過去の紙面をめくりながら、市の歩みを振り返ります。

皆さんと共に歩んで皆さんと共に歩んで

号

0203 No.300 ◎2020．６.11

0203 No.307 ◎2021．1.７



　私の目標は、下の学年の手本に
なることと、どの学年の人にもや
さしく接することです。今年は図
書委員会の委員長になるので、ま
ずは自分がたくさん本を読みま
す。そして、全校のみんなが楽し
みながら読書ができるように、図
書まつりの行事などでいろいろ
なアイデアを出し、しっかり呼び
かけをしていきたいです。

　今年の目標は、最高学年とし
て全校のリーダーの役割を果た
すことです。学校行事やふだん
の生活でも、自分で考えて判断
して、自分がまず行動したいで
す。そして、みんなで協力して
がんばりたいです。
　鼓笛では、低学年にも覚えて
もらえるように､ 最後までしっ
かりと教え、いい演奏ができる
ようにしたいです。

　ぼくは最高学年として、全校
のみんなが「松野小で良かっ
た」、「この学校に来るのが楽し
い」と思えるような学校をつく
っていきたいです。そのために
全校が仲良くなれるような遊び
を考えたり、松小祭の中身を工
夫したりしたいです。小学校最
後の年なので、悔いを残さぬよ
う全力で取り組んでいきます。

　今年がんばりたいことは、低学
年をまとめることです。低学年が
困っていたら教えてあげたいで
す。そして、あいさつは遠くでも
聞こえるように大きな声でした
いです。
　冬はクロスカントリースキー
の練習を本気でやり、大会で１
位をたくさん取りたいです。小
学校最後の１年を一日一日大切
に過ごしていきます。

　今年の目標は、野球の県大会
で優勝することです。そのため
に、毎日の練習をしっかりと、
ていねいにやりたいです。昨年
からピッチャーもやっているの
で、コントロールが良くなるよ
うに練習したいです。
　プロ野球選手になる夢をかな
えるため、これからチーム一丸
となってしんけんに練習したい
です。

梶本 創
そ う き

喜 君

＝松野＝

安保 和
やまと

 君

＝田山＝

田代 寛
ひ ろ と

大 君

＝柏台＝

中村 花
は な

和 　

＝寄木＝

村上 愛
ま な み

美 　

＝安代＝

新年の抱負を述べてくれた丑年の児童たちが

生まれた 2009 年を Play Back‼
▶主な出来事　新型インフルエンザ流行、裁判員制度スター
ト、イチロー９年連続200本安打達成、マイケル・ジャクソン
死去　▶新語・流行語　政権交代（鳩山由紀夫首相）、こども店
長、草食男子　▶ヒット商品　プリウス＆インサイト、キリン 
フリー、ドラゴンクエストIX 星空の守り人　▶ベストセラー　
村上春樹「１Ｑ ８４ (１・2)」、道尾秀介「向日葵の咲かない夏」　
▶ヒット曲　嵐／矢野健太 starring Satoshi Ohno「Believe/
曇りのち、快晴」　▶映画　アバター　▶ TVドラマ　天地人、
ＪＩＮ -仁-　▶アニメ　化物語、けいおん！（第１期）

６６
月月
２7２7
日日
＝
㈱
岩
手
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ド
が

＝
㈱
岩
手
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ド
が

ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比

ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比

ジ
ャ
パ
ン
の
新
築
工
事
起
工
式
を
実
施
。
開
校
予

ジ
ャ
パ
ン
の
新
築
工
事
起
工
式
を
実
施
。
開
校
予

定
は
令
和
４
年

定
は
令
和
４
年
88
月
。
月
。

７
月
７
月
1818
、、
1919
日日
＝
岩
手
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

＝
岩
手
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

が
開
か
れ
る
も
、県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
は
中
止
。

が
開
か
れ
る
も
、県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
は
中
止
。

７７
月月
1919
日日
＝
大
相
撲
・
阿
武
松
部
屋
に
入
門
し
た

＝
大
相
撲
・
阿
武
松
部
屋
に
入
門
し
た

桑
原
英
男
さ
ん（
平
舘
高
卒
）が
新
弟
子
検
査
に
合

桑
原
英
男
さ
ん（
平
舘
高
卒
）が
新
弟
子
検
査
に
合

格
。
四
股
名
は「
秋
良
」に
。

格
。
四
股
名
は「
秋
良
」に
。

８８
月
３
日

月
３
日
＝
西
根
病
院
が
移
転
新
築
し
、八
幡
平

＝
西
根
病
院
が
移
転
新
築
し
、八
幡
平

市
立
病
院
と
し
て
診
療
を
開
始
。

市
立
病
院
と
し
て
診
療
を
開
始
。

８８
月
６
、７
日

月
６
、７
日
＝
平
舘
高
が
第

＝
平
舘
高
が
第
6８6８
回
全
国
高
等
学

回
全
国
高
等
学

校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
に
出
場
し
、学
校

校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
に
出
場
し
、学
校

家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
の
部
で
全
国
家
庭
科
教
育
協
会

家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
の
部
で
全
国
家
庭
科
教
育
協
会

賞
を
受
賞
。同
一
校
の
３
年
連
続
入
賞
は
大
会
初
。

賞
を
受
賞
。同
一
校
の
３
年
連
続
入
賞
は
大
会
初
。

８８
月月
1515
日日
＝
成
人
式
が
１
月
に
延
期
も
中
止
に
。花

＝
成
人
式
が
１
月
に
延
期
も
中
止
に
。花

火
約
３
千
発
を
打
ち
上
げ
、コ
ロ
ナ
終
息
を
祈
願
。

火
約
３
千
発
を
打
ち
上
げ
、コ
ロ
ナ
終
息
を
祈
願
。

８８
月月
1717
日日
＝
西
根
総
合
支
所
が
市
民
セ
ン
タ
ー
に

＝
西
根
総
合
支
所
が
市
民
セ
ン
タ
ー
に

仮
移
転
。

仮
移
転
。

８８
月月
２9２9
日
～
日
～
1010
月月
1010
日日
＝
春
か
ら
延
期
し
て
い
た

＝
春
か
ら
延
期
し
て
い
た

市
内
小
中
学
校
の
運
動
会
・
体
育
祭
を
開
催
。

市
内
小
中
学
校
の
運
動
会
・
体
育
祭
を
開
催
。

1111
月月
1515
日日
＝
㈱
太
極
舎
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
ー
ル

＝
㈱
太
極
舎
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
ー
ル

「
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
」を
発
売
開
始
。

「
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
」を
発
売
開
始
。

1111
月月
２２２２
日日
＝
平
成

＝
平
成
10
年
に
開
館
し
た
市
博
物
館
が

市
博
物
館
が

来
館
５
万
人
を
達
成
。

を
達
成
。

八幡平市立病院が開院
（関連２～７㌻）

【
特
集
】

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

Aug. 2020
No.302

８

繰越金繰越金
3,238万円（5.8％）3,238万円（5.8％）

= 盛岡北部行政事務組合 ＝

決算報告
本市、葛巻町、岩手町、盛岡市（玉山地域）の４市町で運
営している盛岡北部行政事務組合の令和元年度決算が、
同組合議会で認定されました。一般会計と介護保険特別
会計（盛岡市を除く）の歳入・歳出の内訳のほか、し尿処
理や介護保険事業の概要を紹介します。
■問い合わせ先　盛岡北部行政事務組合（☎７４-2７16）

3 し尿処理事業の概要

市町名 件数 収集量（㍑）

八幡平市 14,612 15,203,180

葛巻町 2,663 3,115,840

岩手町 8,953 6,606,100

盛岡市
（玉山地域） 6,099 5,601,750

合計 32,327 30,526,870

4 介護保険事業の概要

市町名 高齢者数
要介護

（要支援）
認定者数

介護
サービス
利用者数

介護
サービス
給付費

介護予防・
生活支援
サービス事業費

八幡平市 10,089人 1,987人 1,574人 34億6,328万円 5,154万円

葛巻町 2,779人 649人 512人 8億7,990万円 2,361万円

岩手町 5,140人 1,133人 912人 19億1,773万円 2,349万円

合計 18,008人 3,769人 2,998人 62億6,091万円 9,864万円

議会費議会費
66万円（0.1％）66万円（0.1％） 総務費総務費

5,335万円（9.9％）5,335万円（9.9％）

衛生費衛生費
３億8,162万円３億8,162万円
（70.5％）（70.5％）

介護保険費介護保険費
１億543万円１億543万円
（19.5％）（19.5％）

歳出歳出
５億５億

4,106万円4,106万円

分担金および負担金分担金および負担金
３億1,437万円３億1,437万円
（55.9％）（55.9％）

使用料および手数料使用料および手数料
１億7,619万円１億7,619万円
（31.3％）（31.3％）

国庫支出金国庫支出金
2,620万円（4.7％）2,620万円（4.7％）

歳入歳入
５億５億

6,２75万円6,２75万円

県支出金県支出金
1,310万円（2.3％）1,310万円（2.3％）

総務費総務費
１億2,294万円１億2,294万円

（1.8％）（1.8％）

居宅介護居宅介護
サービス費サービス費
27億422万円27億422万円
（40.2％）（40.2％）

施設介護サービス費施設介護サービス費
28億9,335万円28億9,335万円

（43.1％）（43.1％）

介護予防介護予防
サービス費サービス費
8,356万円8,356万円
（1.2％）（1.2％）

高額介護高額介護
サービス費サービス費
１億7,861万円１億7,861万円
（2.7％）（2.7％）

特定入所者特定入所者
介護サービス費介護サービス費
３億9,596万円（5.9％）３億9,596万円（5.9％）

地域支援事業費地域支援事業費
２億3,129万円（3.5％）２億3,129万円（3.5％）

基金積立金基金積立金
7,313万円7,313万円
（1.1％）（1.1％）

諸支出金諸支出金
3,349万円3,349万円
（0.5％）（0.5％）

歳出歳出
67億67億

２,176万円２,176万円

保険料保険料
12億117万円（17.6％）12億117万円（17.6％）

分担金および負担金分担金および負担金
９億3,294万円９億3,294万円

（13.6％）（13.6％）
支払基金交付金支払基金交付金
17億3,322万円17億3,322万円

（25.4％）（25.4％）

県支出金県支出金
９億9,151万円９億9,151万円

（14.5％）（14.5％）

国庫支出金国庫支出金
17億2,371万円（25.2％）17億2,371万円（25.2％）

繰入金繰入金
１億1,948万円（1.7％）１億1,948万円（1.7％）

繰越金繰越金
１億3,599万円（2.0％）１億3,599万円（2.0％）

歳入歳入
68億68億

3,984万円3,984万円

1 一般会計

2 介護保険特別会計

※歳入の財産収入、繰入金、諸収入は割合が0．1％未満となるため表記を省略しています。

※歳入の使用料および手数料、財産収入、諸収入、歳出の審査支払手数料は割合が0．1％未満となる
ため表記を省略しています。
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盛岡税務署では、申告書作成会場を次の通り開設
します。相談内容が複雑な申告（青色申告や新規
の住宅ローン控除など）は市で受け付けできませ
んので、同会場を利用してください。
■期間　2月８日㈪から３月15日㈪までの平日と
2月21日㈰、2８日㈰
■時間　午前９時から午後４時まで
■会場　アイーナ７階

■会場への入場は「入場整理券」が必要
入場整理券は、会場での当日配布とLINEによる
事前発行があります。LINEによる事前発行は１
月15日㈮以降の利用開始を予定しています。
※入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場を
お願いする場合があります。
■問い合わせ先　同署（☎019-622-61４1）

▼ 

障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書 

３　

コ
ロ
ナ
対
策
に
協
力
を

▼ 

申
告
相
談
会
場
に
来
る
際
は
、
必
ず
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
け
付
け
時
に
検
温
を
行
い
ま
す
。
検

温
の
結
果
3７
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
確

認
さ
れ
た
人
、
検
温
を
拒
否
さ
れ
た
人

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

受
付
時
間
前
に
来
た
人
は
番
号
札
を

１　

申
告
が
必
要
な
人
は
？

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼ 

給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
人
ま
た
は
年
末
調
整
し
て
い
な
い
人

▼ 

公
的
年
金
受
給
者
で
公
的
年
金
以
外

の
所
得
が
あ
る
人
ま
た
は
所
得
控
除

を
受
け
る
人

▼ 

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
の
税
額

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

▼ 

18
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▼ 

所
得
が
な
い
人
や
扶
養
さ
れ
て
い
る

人
で
、
後
日
、
所
得
証
明
な
ど
が
必
要

に
な
る
人

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

 

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書

▼
申
告
者
名
義
の
預
金
通
帳
と
通
帳
印

　

 

口
座
振
替
納
税
や
口
座
振
込
に
よ
る

還
付
を
希
望
す
る
人

▼
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
人

▼
利
用
者
識
別
番
号
が
分
か
る
も
の

　
番
号
を
取
得
し
た
人

▼
収
入
額
を
確
認
で
き
る
書
類

　

 
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類
の

原
本

▼
所
得
控
除
の
内
容
を
証
明
す
る
書
類

　

 

国
民
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
支
払

い
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書
、
医
療
費

控
除
の
明
細
書
、
生
命
保
険
料
控
除
証

明
書
な
ど

次
に
該
当
す
る
人
が
必
要
な
物

◎ 

営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
が
あ
る
人

▼
収
支
内
訳
書
な
ど

▼ 

コ
ロ
ナ
対
策
各
種
支
援
金
な
ど
の
金

額
が
分
か
る
書
類

　

 

特
別
定
額
給
付
金（
１
人
当
た
り
10
万

円
支
給
）は
非
課
税
の
た
め
不
要

◎
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人

４　申告相談受け付け日程
会場：市役所多目的ホール棟

会場：安代総合支所１階打合室

※期間後半になるにつれ、混雑することが予想されます。指定日
に都合が悪い人や還付申告の人は、指定日以外の地区でも構いま
せんので、早めの受け付けに協力してください。

受付時間 午前９時～11時 午後１時～３時

２月８日 ㈪ 駅前一区・駅前二区 上町・仲町

９日 ㈫ 五百森 渋川・渋川開拓・白屋

10日 ㈬ 金沢・温泉郷 安比高原・畑・柏台

1２日 ㈮ 下町二区 下町一区

15日 ㈪ 松川・雇用促進（西根） 下町三区

16日 ㈫ 山子沢・大石平・中関 山後・岡村

17日 ㈬ 北村 両沼

18日 ㈭ 北寄木 上寄木

19日 ㈮ 南寄木（中郡・鹿野） 南寄木（立石）

２1日 ㈰ 指定日に来られない人（全地区）

２２日 ㈪ 寄木新田 南寄木（関口）

２4日 ㈬ 中村・間羽松 舘腰

２5日 ㈭ 町組・薬師 高宮

２6日 ㈮ 上平笠・中平笠 下平笠・南平笠

２8日 ㈰ 指定日に来られない人（全地区）

３月１日 ㈪ 大花森・中沢・前森 松尾

２日 ㈫ 野駄 上野駄

３日 ㈬ 東・大久保・共新 小福田・大泉・駅前

４日 ㈭ 松久保・山崎・堀切 わし森・椛沢・笹目

５日 ㈮ 中松尾 時森・小屋の沢

８日 ㈪ 寺田・帷子 寺田新田・野口

９日 ㈫ 土沢・若谷地・川原目・上関 荒木田・舘沢

10日 ㈬ 指定日に来られない人（全地区）

11日 ㈭ 指定日に来られない人（全地区）

1２日 ㈮ 指定日に来られない人（全地区）

15日 ㈪ 指定日に来られない人（全地区）

受付時間 午前９時～11時 午後１時～３時

２月９日 ㈫ 畑１区（赤坂田） 畑１区（星沢・黒沢・寄木）

10日 ㈬ 畑２区（扇畑） 畑２区（松木田・小屋畑）

1２日 ㈮ 舘市・兄畑 兄川

15日 ㈪ 浅沢第１ 浅沢第２

16日 ㈫ 愛の山・新興矢神 日瀬通

17日 ㈬ 五日市１区 五日市２区

18日 ㈭ 五日市３区 五日市４区

19日 ㈮ 苗石田 田山上・田山下

２２日 ㈪ 折壁・石名坂 細野・豊畑

２4日 ㈬ 曲田・横間 荒屋

２5日 ㈭ 秋葉 荒屋新町

２6日 ㈮ 栗木田・杉沢・平長 新町中央

次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
が
不
要

▼
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

▼ 

給
与
所
得
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

て
、
ほ
か
に
収
入
の
な
い
人

▼ 

収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
受
給
額
が

１
４
８
万
円
以
下（
65
歳
未
満
の
人
は

9８
万
円
以
下
）の
人

▼ 

収
入
が
無
く
、
家
族
の
給
与
所
得
の
年

末
調
整
や
確
定
申
告
で
扶
養
親
族
に

な
っ
て
い
る
人（
市
外
の
親
族
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
は
申
告
が
必
要
）

２　

申
告
に
必
要
な
物
は
？

▼
認
印

▼
ボ
ー
ル
ペ
ン

取
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
し
な
が
ら
順
番
を
待
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

時
間
短
縮
の
た
め
、
事
業
所
得
な
ど
の

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除
明
細
書

は
事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
告
相
談
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た

め
、
電
子
申
告
や
郵
送
に
よ
る
確
定
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
申
告
を
希
望
す
る
人
に

は
税
務
課
か
ら
確
定
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
月
８
日
㈪
か
ら
行
わ
れ
る
申
告
受
け
付
け
の
日
程
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
１
月
21
日
㈭
の
行
政
連
絡
員
回
り
で
全
戸
配
布
す
る

「
市
・
県
民
税（
国
民
健
康
保
険
税
）申
告
の
手
引
き
」を
確
認
し
、
期
間
内

に
忘
れ
ず
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係（
☎
・
内
線
１
１
２
４
）

申
告
相
談

申
告
相
談

準備はお早めに

スマホでOK‼確定申告
スマートフォンでマイナン
バーカードを読み込んで登
録し、金額などを入
力。混み合う申告相
談会場に行かずに手
続き完了‼
国税庁の確定申告
書等作成コーナー
にアクセス▷▷▷

申告書作成会場への入場は「入場整理券」が必要です
国税庁 LINE公式アカウント▷▷▷
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市役所からのHOT LINE

　
市
は
、市
内
に
空
き
家
を
所
有
ま

た
は
管
理
す
る
人
、今
後
空
き
家
を

所
有
す
る
見
込
み
が
あ
る
人
を
対

象
に
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　
１
月
2４
日
㈰
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
相
談
内
容

❶
相
続
や
登
記
に
関
す
る
こ
と

❷
敷
地
の
境
界
確
認
に
関
す
る

こ
と

❸
不
動
産
取
り
引
き
に
関
す
る

こ
と

❹
改
修
や
除
却
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
員　
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
、

建
築
士

■
定
員　
10
人
程
度（
相
談
時
間

は
30
分
以
内
）

※
定
員
超
過
に
よ
り
参
加
で
き
な

い
場
合
は
、相
談
内
容
に
応
じ
て
後

日
、
相
談
の
機
会
を
提
案
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
１
月
20
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
。フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
申

空
き
家
の
悩
み
を
解
消

無
料
の
相
談
会
を
開
催

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課

地
域
安
全
係（
☎・内
線
１
２
６
５
、

フ
ァ
ク
ス
７４
・
２
１
０
２
）

　
市
は
、
令
和
３
年
度
自
然
保
護

指
導
員
１
人
と
自
然
公
園
保
護
管

理
員
８
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
や

登
山
、
自
然
保
護
な
ど
に
関
す
る

知
識
、
登
山
道
管
理
業
務
に
必
要

な
体
力
を
有
し
、
刈
払
い
機
な
ど

の
操
作
が
で
き
る
健
康
な
人

■
業
務
期
間　
令
和
３
年
４
月
１

日
㈭
か
ら
11
月
30
日
㈫
ま
で

■
業
務
内
容　
登
山
道
の
整
備

（
刈
り
払
い
、
倒
木
撤
去
な
ど
）、

啓
発
活
動
な
ど

■
応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
商
工
観
光
課
に
持

参
ま
た
は
郵
送（
消
印
有
効
）で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
同
課
窓
口
か
ら
交
付

自
然
守
る
保
護
指
導
員
と

公
園
保
護
管
理
員
を
募
集

大
更
駅

ｚ

市
道
鉱
山
線

出入口 進入禁止

駅利用者仮設駐車場（場内一方通行）

バス停はこの箇所に上下線とも設置となります

ｗ＝８．０ｍ

タクシー待機所５台

案内看板

案内看板

通行止め

工事中使用出来ない

工事中は、駅前のロータ
リー及び駐車場は使用で
きません。

バス運行ルート

大更コミュニティ
センター

■場所　大更駅西口駅前広場
■規制内容　一部全面通行止め（迂

う か い

回路あり）

　
工
事
期
間
中
は
、
大
更
駅
西
口

広
場
と
駐
車
場
の
利
用
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
駅
を
利
用
す

る
人
は
、
西
口
に
整
備
し
た
仮
設

駐
車
場
か
東
口
駐
車
場
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
駅
を
利
用
す

る
際
は
、
次
の
事
項
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

大
更
駅
西
口
で
整
備
工
事

通
行
規
制
を
し
て
い
ま
す

▼
送
迎
時
の
路
上
で
の
乗
り
降
り

は
大
変
危
険
で
す
。
必
ず
仮
設
駐

車
場
内
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
路
線
バ
ス
の
停
留
所
が
上
下
線

と
も
移
設
し
て
い
ま
す
。
案
内
看

板
に
沿
っ
て
停
留
所
ま
で
通
行
し

て
く
だ
さ
い
。

■
規
制
期
間　
令
和
３
年
８
月
ま

で
の
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
土
木

係（
☎
・
内
線
１
２
９
１
）

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
２
月
５
日
㈮

■
面
接
日　
２
月
下
旬
予
定（
筆

記
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観

光
課
自
然
公
園
係（
☎
・
内
線

１
３
１
５
）

　
確
定
申
告
を
行
う
際
、
寝
た
き

り
の
人
な
ど
の
お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
た

め
に
は
、医
師
が
発
行
す
る「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

　
な
お
要
介
護
認
定
を
受
け
、
か

つ
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る

人
が
２
年
目
以
降
も
続
け
て
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

使
用
証
明
書
の
代
わ
り
に
、
保
険

者
が
発
行
す
る「
主
治
医
意
見
書

内
容
確
認
書
」で
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
希
望
す
る
場

合
は
最
寄
り
の
申
請
窓
口
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口　
健
康
福
祉
課
高
齢

福
祉
係
、
西
根
・
安
代
各
総
合
支

所
、
田
山
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉
課

高
齢
福
祉
係（
☎・内
線
１
０
８
４
）

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

使
用
証
明
書
の
添
付
必
要

　
市
教
育
委
員
会
は
４
月
に
市
立

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
で
、
就
学
援
助
の

対
象
と
な
る
保
護
者
に
、
新
入
学

学
用
品
費（
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服

な
ど
入
学
に
必
要
な
も
の
の
購
入

費
用
）を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
今
回
申
請
が
で
き
ず
、入
学

後
の
申
請
で
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、

７
月
ご
ろ
に
同
額
を
支
給
し
ま
す
。

■
援
助
対
象
者　
１
月
現
在
、
市

内
に
住
所
を
有
し
、
所
得
が
教
育

委
員
会
の
定
め
る
基
準
を
下
回
る

世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
項
目

に
該
当
す
る
保
護
者

❶
令
和
２
年
度
中
に
、
生
活
保
護

が
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た

❷
市
町
村
民
税
非
課
税
、
ま
た
は

入
学
学
用
品
の
購
入
援
助

就
学
援
助
申
請
受
け
付
け

　
確
定
申
告
の
際
、
要
介
護
認
定

を
受
け
、
か
つ
一
定
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
は
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
市
は
該
当
す
る
人
に
対
し
、
１

月
中
に「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」を
送
付
し
ま
す
。本
人
ま
た

は
そ
の
扶
養
者
が
確
定
申
告
を
す

る
際
は
、
同
認
定
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

て
も
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
同
認
定
書
は
送

付
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉
課

高
齢
福
祉
係（
☎・内
線
１
０
８
４
）

障
害
者
控
除
対
象
者
に

認
定
書
を
郵
送
し
ま
す

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事
業

用
の
償
却
資
産（
構
築
物
、機
械
・

装
置
、
車
両
・
運
搬
具
、
器
具
・

備
品
）を
持
っ
て
い
る
人
は
、
固

定
資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
２
月
１
日
㈪

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

申
告
は
２
月
１
日
ま
で
に

※
今
ま
で
申
告
を
し
た
こ
と
が
あ

り
、
令
和
２
年
度
の
課
税
標
準
額

が
免
税
点（
１
５
０
万
円
）未
満
の

人
に
は
、
申
告
書
を
送
っ
て
い
ま

せ
ん（
令
和
２
年
中
に
償
却
資
産

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
申
告
が

必
要
で
す
）。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資

産
税
係（
☎
・
内
線
１
１
２
３
）

　
市
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
交
付
を
行
い
ま
す
。
来
庁
す

る
前
々
日
ま
で
に
予
約
を
す
る
こ

と
で
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
ま
す
の

で
、
平
日
の
来
庁
が
難
し
い
人
は

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
に
受
け
取
れ
ま
す

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
宝
く
じ
助
成
金
制
度
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

な
ど
の
購
入
に
対
し
て
助
成
し
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

■
２
年
度
採
択
事
業　
舘
市
地
区

振
興
協
議
会
・
除
雪
機
の
整
備

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振

興
課
生
涯
学
習
係（
☎
・
内
線

１
１
４
１
）

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

地区住民への貸し出しも行う予定

■
対
象　

市
か
ら「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
通
知
書（
は
が
き
）」

が
送
付
さ
れ
て
い
る
人　

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

は
原
則
と
し
て
申
請
者
本
人
が
来

庁
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
開
庁
日
時　
１
月
2４
日
㈰
、
２

月
1４
日
㈰
、
３
月
1４
日
㈰
の
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で

※
４
月
以
降
は
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
庁
予
定

■
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
市
民
課

（
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
は
開

庁
し
ま
せ
ん
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
市

民
課
戸
籍
住
民
係（
☎
・
内
線

１
０
６
５
）

減
免
を
受
け
て
い
る

❸
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る

❹
国
民
年
金
の
保
険
料
の
減
免
を

受
け
て
い
る

❺
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た

は
納
税
の
猶
予
を
受
け
て
い
る

❻
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る

❼
経
済
的
に
困
窮
し
て
お
り
、
就

学
に
支
障
が
あ
る

■
入
学
予
定
者
支
給
額（
１
人
に

つ
き
）

▼
小
学
校　
５
万
１
０
６
０
円

▼
中
学
校　
６
万
円

■
支
給
時
期　
３
月
上
旬
ご
ろ
を

予
定

■
必
要
書
類

▼
就
学
援
助
申
請
書

▼
口
座
振
込
依
頼
書

※
必
要
書
類
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

教
育
総
務
課
窓
口
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　
小
学
校
入
学
予
定
者

は
同
課
に
、
中
学
校
入
学
予
定
者

は
、
現
在
通
っ
て
い
る
小
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
１
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課

学
事
係（
☎
・
内
線
１
３
６
５
）

事業用の太陽光発電設備も申告対象資産
です
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いきいきシルバー
　
今
回
は
、
平
舘
地
区
の
駅
前
老
人

ク
ラ
ブ（
澤
口
四
郎
会
長
、
会
員
12

人
）を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
理
念
と
目
標
は
？

　
会
員
が
健
康
で
元
気
に
長
生
き
す

る
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
の
で

「
健
康
づ
く
り
」を
目
標
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
活
動
を
？

　
定
期
的
に
七
時
雨
憩
の
湯
で
、
童

謡
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
楽

し
く
踊
る
軽
体
操
や
、
絵
を
描
い
た

紙
を
裏
返
し
に
し
て
ど
こ
に
何
が

あ
っ
た
か
当
て
る
ゲ
ー
ム
、
言
葉
遊

び
な
ど
の
脳
体
操
で
健
康
づ
く
り
と

認
知
症
予
防
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
脳

体
操
で

使
う
道

具
は
自

分
た
ち

で
手
作

り
す
る

こ
と
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
以
外
に
も
、
５
月
か

ら
10
月
の
間
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

健
康
づ
く
り
で
元
気
に
長
生
き

健
康
づ
く
り
で
元
気
に
長
生
き

【
駅
前
老
人
ク
ラ
ブ
】

【
駅
前
老
人
ク
ラ
ブ
】

健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1084

て
平
舘
小
児
童
の
下
校
を
見
守
る

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」や
駅
前
子
ど
も

会
の
親
子
を
交
え
て
輪
投
げ
遊
び
で

三
世
代
交
流
を
す
る
な
ど
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動
も
し
て

い
ま
す
。

　
　

　

他
の
ク
ラ
ブ
や
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
い
な
い
高
齢
者
と
も
交
流
を
深

め
る
た
め
、
平
舘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
流
会
や
市
主
催
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
平
舘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

〇
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
２
カ
月
に
一
度
、誕
生
会
を
開
き
、

今
年
も
元
気
で
長
生
き
で
き
た
こ
と

を
会
員
同
士
で
お
祝
い
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
一
緒
に
健

康
で
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。

横断歩道付近で児童
を見守る澤口会長

脳体操で使う手作りカード

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1089

保健のひろば
かかる赤血球は再び体内に戻す）は、男女ともに
1８歳からできます。
◆どのくらい時間がかかるの？
　全血献血の場合、受け付けから採血後の休憩ま
で約４0分です。❶受け付けで健康状態についての
質問に回答❷医師の問診、血圧測定、血液中のヘ
モグロビン濃度測定などを行い、献血しても良い
体調かどうかを調べて問題がなければ採血❸採血
の時間は、全血献血は約10分から15分、成分献血
は採血量に応じて約４0分から90分❹採血後、10分
以上休憩を取って終了
◆献血場所と日程
▶市内　月に１回程度、献血バスで４00㍉㍑全血
献血を受け付けています。市のウェブサイトや広
報（暮らしの情報カレンダー内）に掲載しています。
▶市外（県内）　主に「もりおか献血ルームメル
シー」と献血バスで受け付けています。詳しくは、
県赤十字血液センターのウェブサイトで確認して
ください。

　毎年、血液が不足しがちな１月と2月に全国で
「はたちの献血」キャンペーン
が行われ、新たに成人となる
若者を中心として、幅広い年
代の人に献血への理解と協力
をお願いしています。
◆なぜ献血が必要なの？
　血液は、人工的につくることや長期間の保存が
できないため、献血によって健康な人の血液を安
定的に確保する必要があります。
◆何歳からできるの？
▶全血献血（血液中の全ての成分を採血）の200㍉
㍑は男女とも16歳から、４00㍉㍑は男性が1７歳、女
性は1８歳からできます。
▶成分献血（採血された血液から血小板や血

けっしょう

漿と
いった特定の成分のみを取り出し、回復に時間が

冬期は血液が不足します冬期は血液が不足します
「はたちの献血」キャンペーン実施中「はたちの献血」キャンペーン実施中

会計年度任用職員登録者を募集

■職種／主な業務▷要件
❶事務補助員／事務全般の補助
❷窓口補助員／窓口業務全般の補助
❸岩手山火山防災情報ステーション
事務補助員／来館者の対応
❹松尾鉱山資料館管理指導員／来館
者の応対、資料展示、管理
❺調理員兼用務員／保育所での調理
と環境整備
❻調理補助員兼用務補助員／保育所
での調理と環境整備の補助
❼学校用務員／学校での用務▷普通
自動者免許（ＡＴ限定不可）必須
❽学校用務員補助員／学校での用務
補助▷普通自動者免許（ＡＴ限定不
可）必須
❾自動車運転手／医師送迎▷普通自
動者免許必須
❿牧野看視人／牧野の看視・管理▷
大型特殊免許資格者と家畜人工授精
師を優先
⓫除雪運転手／道路の除雪と付随業
務▷大型特殊免許と車両系建設機械
技能講習修了が必須
⓬労務作業員／労務作業全般▷普通
自動者免許必須、大型自動車免許資
格者を優先
⓭清掃員／図書館の清掃
⓮警備員／西根地区市民センターの
警備
⓯看護師／市立病院での看護▷看護
師（准看護師）免許必須
⓰看護補助員／市立病院での看護
補助
⓱病院窓口事務等補助員／市立病院
での外来補助業務
⓲保育士／保育所での保育業務▷保
育士免許必須
⓳保育補助員／保育所での保育補助
▷保育士免許資格者を優先
問総務課行政係（☎・内線１2３５）

⓴博物館館長／博物館業務の掌握

と指揮▷大学卒業または大学院修
了が必須
㉑博物館学芸員／博物館資料の収集
整理保管、企画展示▷学芸員資格と
考古学専攻修了が必須
㉒博物館学芸員補／博物館学芸員の
補助▷博物館勤務経験３年以上
問地域振興課生涯学習係（☎・内線
１１４４）

㉓消費生活相談員／消費者からの相
談、消費者への教育・啓発▷普通自
動車免許必須、エクセル・ワードの
操作ができる人
問市民課戸籍住民係（☎・内線１0６2）

㉔社会福祉法人監査専門員／社会福
祉法人の監査▷社会福祉会計簿記資
格必須
問地域福祉課福祉総務係（☎・内線
１１１３）
㉕就労支援員／生活保護受給者の就
労支援▷普通自動車免許必須
問同課生活保護係（☎・内線１１１６）
㉖障害支援区分認定調査員／障害支
援区分の認定調査、調査票の作成▷
社会福祉士、看護師などの資格者。
普通自動車免許必須
問同課障がい福祉係（☎・内線１１0８）
㉗家庭相談員／家庭児童問題に関
する相談・支援▷普通自動車免許
必須
㉘婦人相談員／婦人問題に関する相
談・支援▷普通自動車免許必須
問同課児童福祉係（☎・内線１１0１）

㉙認知症地域支援推進員／認知症に
関わる相談支援、認知症施策に関す
る業務の補助▷認知症の医療や介護
における専門的知識と経験があり、
看護師、介護福祉士などの資格者。
普通自動車免許必須
㉚介護予防指導員／介護予防に関す

る指導・相談、ケアプラン作成業務
▷保健師、介護支援専門員などの資
格者。普通自動車免許必須
問健康福祉課包括支援センター（☎・
内線１0８７）

㉛地域連携推進員／地域農業マス
タープランの実践支援▷普通自動車
免許必須
㉜農業担い手指導員／農業者の育成
と経営改善計画作成支援、認定農業
者と組織活動の支援▷普通自動車免
許必須
問農林課経営支援係（☎・内線１３４４）
㉝牧野指導員／牧野の看視・管理指
導（４～12月頃の勤務）▷家畜人工
授精師を優先
問同課畜産係（☎・内線１３３７）

㉞社会教育指導員／学校運営協議会
への指導・助言▷教員免許必須
㉟教育相談員／発達障がいなどのあ
る子どもや保護者への対応・支援▷
教員免許必須
問教育総務課総務係（☎・内線１３６１）
㊱ひかりサポート推進員／小学生の
学校生活などの支援
㊲適応支援相談員／別室登校の子ど
もの支援▷教員免許必須
㊳学校図書館司書／学校図書室の運
営補助
㊴みのりサポート推進員／中学生の
学習支援▷教員免許必須
㊵にこにこサポート推進員／複式学
級の間接指導の補助や単式授業▷教
員免許必須
㊶適応指導教室指導員／不登校の子
どもの学習・生活指導▷教員免許資
格者を優先
㊷幼児ことばの教室指導員／未就学
児の発音指導▷ことばの教室指導経
験2年超
問同課学事係（☎・内線１３６５）

　登録する場合は履歴書などの必要書類を担当課に持参または郵送（消印有効）で提出してください。必要書類
は市ウェブサイトからダウンロードするか、担当課窓口から交付を受けてください。雇用期間や形態など詳し
くは市ウェブサイトを確認してください。
■申込期限　１月２9日㈮
※登録は任用を約束するものではありません。登録した人の中から必要に応じて選考します。

令和
３年
度
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday
※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
1月18日〜2月14日
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市税納期（納期限３月１日）　国民健康保険税（第８期）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

2月19日㈮
10：00～15：00 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 2月12日㈮
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 第2・４水曜日　　　10：00～
心臓・血管外科 第2・４木曜日　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　1４：00～
神経内科 第３木曜日　　　　　1４：00～

安代診療所（☎７2-3115） 内科 第2・４木曜日　　　午前中
※　八幡平市立病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、
次回から予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-63７-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-6４７-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により、割り当てに変更が生じる可能性がありますので、最新情報は盛
岡市医師会のウェブサイトで確認してください。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
すみれ薬局（☎７8-80７5） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
あさひ薬局（☎７5-222７） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
柏台薬局（☎７1-1001） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
白樺薬局（☎７４-3363） 日本調剤薬局（☎30-1193）
大更調剤薬局（☎７0-1320）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎７6-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
森整形外科（☎７6-2318） 福永医院（☎35-311７）
東八幡平病院（☎７8-2511） 小坂町診療所（☎29-5500）
平舘クリニック（☎７４-3120） 笹村整形外科（☎30-0035）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-65４-1080）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■健康福祉課＝健診結果説明
会 　 10：00～11：30、 13：30～
15：00、16：00～18：00（市役所
多目的ホール棟）

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（大更コミセ
ン）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）
■寺田コミセン＝健康体操
教室　13：30～15：00

■寺田コミセン＝▶幼児映画
会 　 10：00～10：30（寺田保育
所）▶子ども映画会　15：30～
16：00（寺田学童保育クラブ）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■田頭コミセン＝冬の映画会　
14：00～16：00

■大更コミセン＝大更婦人
学級「第5回講座＆閉校式」　
10：00～13：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康
相 談・ 離 乳 食 教 室【 受 付 】　
9：30～9：40（ 市 役 所 多 目 的
ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■寺田コミセン＝七時雨大
学　11：30～15：00

■健康福祉課＝献血　9：30～
11：30（遠忠本社）、14：00～
16：30（いわて生協ベルフ八幡
平）
■田頭コミセン＝寺子屋「折
り紙教室」　10：00～12：00

■図書館休館日（図書整理日）
■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役所
多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：50（松尾地区内）
■寺田コミセン＝健康体操
教室　13：30～15：00

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝献血　10：00～
12：00（積水メディカル岩手工
場）、14：00～16：30（東八幡平病
院）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■ 図 書 館 ＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：40（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：15（田山地区）
■健康福祉課＝１歳６カ月児
健診【受付】　13：00～13：30（市
役所多目的ホール棟）

■建国記念の日
■市役所閉庁日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）笹村整形外科▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）黒沢薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝もうすぐパ
パママ教室【受付】　12：30～
13：00（市役所多目的ホール
棟)

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日
臨時開庁　9：00~12：00（市民
課）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）すみれ薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■地域振興課＝東日本バイア
スロン選手権大会　（田山バイ
アスロン競技場）　※31日まで

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）福永医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局・（鹿角）ヘ
ルシークラブ厚生病院前薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）柏台薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬
局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■大更コミセン＝第 1 回大
更 地 区 フ ロ ア カ ― ル 大 会　
8：30～12：00
■商工観光課＝八幡平・安比
ゆきフェスティバル2021 ▶第
９回八幡平エンジョイ雪合戦　
9：00 開始（サラダファーム内
特設会場）　※1４日まで▶冬
花火　20：45～20：55（八幡平
リゾートパノラマスキー場）
■図書館＝▶おはなしのじか
ん 　 11：00～11：30、 14：30～
15：00▶Tom＆Tam Story 
Time　15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日
臨時開庁　9：00~12：00（市民
課）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）大更調剤薬
局・（鹿角）日本調剤薬局

23	 24	

30	 31	

6	 7	2/1	

8	

1/18	 19	 20	 22	

25	 27	 28	 29	

2	 3	 4	 5	

9	 10	 11	 12	 13	 14

26	
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月１0日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

技術と経験を生かす 
シルバー人材募集中

　（公社）市シルバー人材センター
では、登録会員を募集しています。
■要件　原則60歳以上で働く意
欲のある人
■年会費　2,500円
■問い合わせ先　同センター（☎
6８-７８４７）

市内を聖火が駆け抜ける 
運営ボランティアを募集

　東京2020オリンピック・パラリ
ンピック聖火事業等県実行委員会
では、オリンピック聖火リレー運
営ボランティアを募集しています。
■応募資格　平成1８年４月１日
以前に生まれた人
■活動日時　６月16日㈬から1８
日㈮までのいずれかの日の午前
７時ごろから午後９時ごろまで
のうち４時間程度
■活動場所　県内で聖火リレー
が実施される市町村のいずれか
■活動内容　聖火リレールート
の沿道整理、セレモニー会場や
会場周辺の観客整理など
■応募方法　QRコードから県ウェ
ブサイトにアクセ
スまたは市地域振
興課スポーツ推進
係窓口の応募用紙
■応募期限　１月31日㈰
■問い合わせ先　同実行委員会
事務局（☎019-629-6４96）

学童保育クラブで 
勤務する職員募集

　３年度に学童保育クラブで勤務
する職員を募集しています。男女
は問いません。
■業務内容　小学生の見守りや育
成など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務場所（学童保育クラブ）　
❶大更❷大更第二❸東大更❹平笠
❺田頭❻平舘❼寺田❽松野❾寄木
❿柏台⓫あしろ⓬田山
■勤務日　月曜日から土曜日まで
■応募期限　2月５日㈮
■問い合わせ先　❶～❹＝（特非）
あそぼっこ（☎6８-７6７７）、❺～⓬
＝（特非）七時雨いきいきネット
ワーク（☎７７-2７50）

子育て相談・援助の 
アドバイザーを募集

　たからっこ広場（大更学童保育
クラブ内）で勤務する３年度子育
てアドバイザーを募集します。
■業務内容　子育てに関する相談
や援助など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務日　月曜日から土曜日まで　
※水曜日を除く
■応募期限　2月５日㈮
■問い合わせ先　（特非）あそぼっ
こ（☎6８-７6７７）

介護保険事業計画案に 
意見を募集しています

　盛岡北部行政事務組合では、第
８期介護保険事業計画案について
意見を募集しています。
　計画案は、同組合ウェブサイト
または市健康福祉課の窓口で閲覧
できます。
■応募期限　１月1８日㈪
■応募方法　郵送、ファクス、E
メール、持参のいずれか
■問い合わせ先　同組合（☎ ７４-
2７16）、市健康福祉課高齢福祉係

（☎・内線10８3）

国の平和と安全守る 
自衛官候補生を募集

　自衛隊では自衛官候補生の採用
試験を行います。
■申し込み資格　入隊予定月の１
日現在で1８歳以上33歳未満の人

（学歴・資格は不問）

■入隊予定　３月下旬から４月
上旬
■試験日　▶従来試験（ペーパー
テスト）＝１月31日㈰▶ウェブ試
験＝１月19日㈫から2８日㈭まで
■申込期限　１月1８日㈪まで
◎採用相談会を開きます
　防衛省で仕事をするための、さ
まざまな疑問を解決します。
■日時　１月16日㈯午前10時か
ら午後３時まで
■場所　大更コミュニティセンター
◎問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎ 019-
6４1-5191）

岩手県学生会館では 
入寮生を募集します

　(公財）県学生援護会では、岩手
県学生会館（学生寮・東京都豊島
区）の入寮生を募集します。
■応募資格　大学院（修士課程）、
大学、短期大学、専修学校（専門課
程）に通学する県出身者
■募集人員　男子22人、女子1８人
■寮費　月額８万円（朝夕2食付
き）、入寮時費用10万円など
■選考方法　応募書類で選考
■選考日・申込期間　▶選考日＝
❶2月15日㈪❷３月12日㈮▶申
込期間＝❶１月20日㈬から2月
10日㈬まで❷2月16日㈫から３
月９日㈫まで　※❶は、選考日ま
でに進学先が決定する人のみ
■応募方法　同会館ウェブサイト
で確認
■問い合わせ先　同会館（☎03-
39７2-４７８3）

公的年金の源泉徴収票 
１月中旬から送付開始

　日本年金機構では、令和2年分
の公的年金などの源泉徴収票を１
月中旬から順次送付します。送付
対象は、老齢・退職を事由とする
年金を受給している人全員です。
障害年金や遺族年金は、非課税所
得ですので源泉徴収票は送付して
いません。
　源泉徴収票は、確定申告の際に
必要となる書類ですので、大切に
保管してください。紛失などによ
り、再交付を希望する場合は「ねん
きんダイヤル」か「ねんきんネッ
ト」で再交付申請ができます。
■問い合わせ先　ねんきんダイヤ
ル（☎05７0-05-1165）

ミツバチの飼育は 
届け出が必要です

　趣味でミツバチを飼育する人も
含め、飼育または飼育を計画して
いる人は、養蜂振興法で蜜蜂飼育
届の提出が義務付けられています。
　１月１日現在の飼育群数と年間
の飼育計画を盛岡広域振興局に提
出してください。
■提出期限　１月29日㈮
■問い合わせ先　同振興局農政部

（☎019-629-6603）

十和田八幡平国立公園 
魅力あふれる写真展示

　十和田八幡平国立公園で活動
する環境省職員（アクティブレン
ジャー）が、日ごろの業務の中で撮
影した写真を展示します。身近な
場所の豊かな自然を、職員の視点
を通して感じてみませんか。
■期間　１月15日㈮から2月４日
㈭まで
■場所　市役所結

ゆい

のひろば
■問い合わせ先　同公園盛岡管理
官事務所（☎019-621-2501）

冬の八幡平・安比を 
楽しむイベント開催

　八幡平・安比ゆきフェスティバ
ル2021を2月13日㈯から2８日㈰
まで開きます。
◎期間中のキャンペーン
■湯けむりトクトクバッジ　指定
の宿泊施設に泊まると、期間中に
何度でも温泉入浴料、お土産、飲
食の割引などが受けられるバッジ
がもらえます。
■雪だるまフード　指定の飲食店
などで雪だるまを連想させる食べ
物を期間限定で提供します。
■スキー場共通リフト券パック
リフト券と宿泊がパックになった
お得な商品です。
◎第９回八幡平エンジョイ雪合戦
大会（参加チーム募集中！）
■開催日　2月13日㈯、1４日㈰
■場所　サラダファーム
■問い合わせ先　市雪合戦協会

（㈱岩手エッグデリカ内☎７5-02８８）
◎冬花火
■開催日・場所　▶2月13日㈯＝
八幡平リゾートパノラマスキー場
▶2月2７日㈯＝安比高原スキー場
◎イベント全般の問い合わせ先
市観光イベント実行委員会事務局

（☎７８-3500）

防災への知識を深めて 
災害時に備えましょう

　毎年１月15から21日までは「防
災とボランティア週間」です。災害
時におけるボランティア活動や防
災活動への認識を深めると共に、
災害が発生した場合の避難場所の
確認や防災用品の準備など、災害
に対する備えを確認しましょう。
■問い合わせ先　八幡平消防署

（☎７6-2119）

高校・大学などの教育費 
国の教育ローンの利用を

　「国の教育ローン」は高校・短
大・大学・専修学校や外国の高
校・大学などに入学・在学する子
どもを持つ家庭を対象とした、公
的な教育資金の融資制度です。
■資金の使途　入学金、授業料、
教科書代、アパートやマンション
の敷金・家賃など
■融資額・金利　子ども１人当た
り350万円以内、年1．6８％固定金利
■返済期間　15年以内
■問い合わせ先　教育ローンコー
ルセンター（☎05７0-00８656、03-
5321-８656）

「これからのあたりまえ」を 
いわてエコアクション2020

　県では地球温暖化防止のため、
いわて冬エコキャンペーンを実
施中です。エネルギー消費の多く
なる冬に効果的な省エネ取り組
みを紹介しています。岩手の冬を
暖かく快適に、地球にも優しく過
ごしましょう。アンケートに答え
ると抽選でQUOカードが当たり
ます。
■応募方法　右の
Q R コ ー ド か ら
キャンペーン特設
サイトにアクセス
して応募
■応募期限　2月2８日㈰

無料の労働相談会で 
労使トラブルを解決

　県労働委員会では、出前無料労
働相談会を開きます。パワハラ、
セクハラ、解雇、減給など労働問
題全般の相談に応じます。
■日時　2月20日㈯午後１時から
４時まで　※予約優先。当日の受
け付けは午後３時まで
■場所　アイーナ７階
■その他　感染防止のため中止す
る場合があります。開催の有無は３
日前までに問い合わせてください。
■予約・問い合わせ先　同委員会
事務局（☎0120-610-７9７）
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平 高
L I F E
平高生活を送る生徒を紹介 !

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（11月届け出分）

■人口の動き【11月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 15,128（－26） 6,317（－３）
松 尾 5,562（－2） 2,435（－2）
安 代 4,115（－18） 1,805（－７）
合 計 24,805（－46） 10,557（－12）
男 性 11,964（－28）
女 性 12,841（－18）

出生 ８ 死亡 41
転入 29 転出 42

項 目 11月 1月からの累計

人身事故 ３（４） 24（30）
物損事故 33（32） 390（398）
負 傷 者 ５（４） 32（34）
死 者 ０（０） ４（０）
飲酒運転 ０（０） 2（３）
火 災 1（０） ８（12）
救 急 104（132） 1,177（1,247）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

１０

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/
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５月に行われる県高校囲碁大会での上位入賞を目
指し、真剣な表情で部員と対局する中軽米さん

囲碁将棋部・生徒会書記長

中軽米 琉
りゅうせい

星さん
（2年：松尾中出身）

◆体験を糧に次に生かす話し合い
　11月４日に「Try something new！（新しいこ
とに挑戦を！）」をテーマに掲げた秋季生徒総会を
開きました。各クラスの代表が今年度のさまざま
な学校活動を通して感じた点を全校生徒の前で意
見発表しました。
　意見の多くを占めたのは、例年と異なるコロナ

禍での行事体験。規
模縮小や内容変更を
迫られた数々の行事
を振り返り、困難な
状況にあっても成功
に向けて代替案を考
案する諦めない前向

きな姿勢など、現状を打破する方法を模索する大
切さを学ぶ機会になったという声がありました。
　失敗を恐れずに目標に向かって前進しようと、
春に定めた今年度の生徒会根本方針「勇往邁進」。
まさしく今年度は伝統を守りながらも変化を続け
る平高を実践していたと思います。
◆生徒会が平高PRとして新たなポスターを作製

生徒総会を開催

　本当の平高の姿を表現
し、市民の皆さんに良い
イメージを持ってもらお
うと、松本侑子さん（地域
おこし協力隊）からアド
バイスを受けて新しい平
高 ポ ス タ ー を作りまし
た。市内各所に掲示して
もらう予定です。真剣な表情で臨むリーダーたち

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505
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温
泉

は
と
て
も
気
持
ち
よ
く
、
寒
さ

と
疲
れ
が
お
湯
に
解
け
出
す

よ
う
で
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン

も
、
ゲ
レ
ン
デ
と
温
泉
で
八
幡

平
の
冬
を
満
喫
し
た
い
と

今月の担当
吉田 力 さん

Vol.49

FC ガンジュ岩手

◎結成何年目？
　結成15年目です。グルージャ盛岡（現いわてグ
ルージャ盛岡）のほかにＪリーグを目指せるサッ
カークラブを岩手につくろうという志の下に発足
しました。
◎どんなチームですか？

プレイヤー18人（12月４日現在）
監督：中西 哲也＝雇用促進（西根）＝

　八幡平市を拠点に、ＪＦＬ（日本フットボール
リーグ）入りを真剣に見据えて活動しています。
モットーは「攻撃的」。相手より多く点を取ること
を信念とし、攻めの姿
勢と粘り強い守備を合
わせて、見ている人を
魅了できるチームを目
指しています。また、
選手たちの多くは市内
の学童保育施設や介護

施設で働き、練習と仕事の合間を縫って子ども向
けの体験教室（土曜午後５時から７時まで、まつお
アリーナ）を行うなど地域に関わりを持ち、根差す
チームであることを心掛けています。
◎活動内容は？
　平日午前に練習し、体力強化、技術の向上を計っ
ています。土日は主に試合を行い、試合後もしっ
かりと内容を分析することで、チーム力の底上げ
に努めています。
◎今後の目標は？
　今シーズンは東北社会人１部リーグで４位（４
勝４敗１分、得点16失点1７）でした。来シーズン
こそは東北リーグを制し、全国リーグで上位に入
りＪＦＬに昇格したいと考えています。私たちの
活躍を、子どもたちの夢や地域の知名度・イメー
ジアップにつなげられるように一生懸命活動し
ますので、皆さんの熱い応援をよろしくお願いし
ます。
■問い合わせ先　監督　中西（090-55７9-60４８）体験教室を楽しんだ子供たちと

アクセルキャンプは毎週水曜の午
後５時半から平舘コミセンで開催

遠
く
に
住
む
大
切
な
人
と

過
ご
す
時
間
を
応
援

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
皆
さ

ん
に
支
え

ら
れ
、
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
小
学
生
対

象
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室「
ア
ク
セ
ル
キ
ャ

ン
プ
」は
、私
が
八
幡
平
市
に

来
た
き
っ
か
け
の
市
主
催
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
ス
パ
ル

タ
キ
ャ
ン
プ
の
縁
で
開
催
。オ

ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

の
ズ
ー
ム
を
使
っ
た「
オ
ン
ラ

イ
ン
里
帰
り
講
座
」は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
年
末
の
帰
省
難
に
一

役
買
っ
て
ほ
し
い
と
企
画
。
ど

ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
新
し
い

時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
点
で
、
深
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
が
興
味
を

持
つ
イ
ベ
ン
ト
を
開
け

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

鉱山あらかると「 硫黄の用途 」

◆硫黄とは
　来館した人から「硫黄は何に使っていたの？」と
度々質問があります。硫黄は火山周
辺などに存在する元素で、黄色い結
晶を作り、単体では臭いがありませ
ん。ヒトの体を構成するアミノ酸に
も含まれています。
　古くから人類の身近にあり、紀元前のエジプトや
古代ギリシャなどで麻や綿の漂白に用いられ、日本
では８世紀に信濃や陸奥などから朝廷へ献上された
記録が残っています。室町時代には、黒色火薬の原
料として明

み ん

国への重要な輸出品となっていました。
◆硫黄の用途
　明治初期までは、つけ木（マッチのようなもの）や
薬品などに限られていましたが、20世紀初頭、化学

産業が盛んになると化繊や製紙用パルプなどの原料
に広がり、生産量も飛躍的に
増えました。
　硫黄を酸化させた二酸化硫
黄（亜硫酸ガス）は抗菌作用が
あり、食品保存料や漂白剤な
どに使用。さらに触媒反応な
どでできた硫酸は洗剤などの
界面活性剤、金属精錬の電解
液、過リン酸石灰や硫安など
の製造に使われ、現在でも重
要な資源の一つです。
◆近年の硫黄生産
　石油から硫黄を取り出す「脱硫」などにより、世界
の生産量の約４0％が中国、アメリカ、ロシアで生産
されています。日本でも鉱山硫黄ピーク時（195７年）
の６倍を超える約160万㌧を生産しています。

硫黄の紹介コーナーで詳し
く説明しています

当館に展示している
自然硫黄

◆ぬいぐるみお泊り会を開きます
　子どもたちのお気に入
り の ぬ い ぐ る み を 預 か
り、図書館で過ごした様
子を撮影した写真をプレ
ゼントするほか、お薦め
の絵本を紹介します。
▶申込期間　１月16日㈯
から31日㈰まで
▶返却期間　2月13日㈯から21日㈰まで
▶募集人数　15人
◆読書マラソン表彰式を中止します
　2月に予定していた読書マラソン表彰式は、新型コ
ロナ感染症予防のため中止します。読書マラソンの結
果は館内に掲示し、認定証はカウンターで渡します。
▶認定証配布期間　2月13日㈯から３月31日㈬まで

　仕事や生活、勉強など将来幸せに
なるためにはどうすればいいのか
を考えるヒントになる１冊。オール
カラーの漫画を多く使い、読みやす
く工夫されています。小学校高学年
以上が対象。大人にもお薦めです。

◆新着ピックアップ
『なぜ僕らは働くのか』

監修／池上彰、出版／学研プラス

　パンダ、ナマケモノ、インコな
ど人気の動物をモチーフにしたバ
ッグをかぎ針編みで作ります。寒
い季節にぴったりのモコモコでか
わいい作品に挑戦しませんか。

『かぎ針で編むどうぶつのバッグ』
著／小鳥山 いん子、出版／日本文芸社

図書館に泊まって絵本を楽しむ
ぬいぐるみたち
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２03）

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

　

環
境
企
画
係　

☎
・
内
線
１
０
６
9

　

生
活
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
7
１

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

家
電
４
品
目
の
処
分
方
法

確
認
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
家
電
４
品
目
を
処
分
す
る
場
合
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
が
か
か
り
ま
す
。
ご
み
集
積
所
に
排
出

し
た
り
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ

り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
と
お
り
適
切

に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
電
４
品
目
と
は

　
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
が
対
象
で
す
。

■
処
分
方
法

▼
以
前
に
家
電
を
購
入
し
た
店
や
新
し
く

家
電
を
購
入
す
る
店
、
近
く
の
家
電
販
売

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め

み
ん
な
で
少
し
の
心
掛
け

小
型
家
電
・
携
帯
電
話
は

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
を

　
市
役
所
本
庁
舎
入
口
付
近
に
小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
回
収
量
は
小
型
家
電
が
22
㌔
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
８
・
４
㌔

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
す
で
に
2４
㌔

の
小
型
家
電
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

小
型
家
電
や
携
帯
電
話
な
ど
に
は
、

金
・
銀
な
ど
の
貴
金
属
や
レ
ア
メ
タ
ル
が

含
ま
れ
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

で
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
通
じ
、
知
的
発
達
障

店
に
依
頼
す
る
。

▼
市
が
許
可
し
て
い
る
家
電
４
品
目
収
集

運
搬
業
者
に
依
頼
す
る（
許
可
業
者
は
、

ご
み
分
別
辞
典
10
㌻
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
）。

▼
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

い
、
自
分
で
指
定
引
取
場
所
ま
で
運
搬
す

る（
事
前
に
指
定
引
取
場
所
に
問
い
合
わ

せ
が
必
要
）。

■
市
内
の
指
定
引
取
場
所

㈱
ア
ル
プ
ス
物
流
盛
岡
営
業
所（
大
更
第

１
地
割
２
３
９
番
地
６
）

☎
７5
・
２
２
７
７

　
食
品
ロ
ス
と
は
、
本
来
食
べ
ら
れ
る
に

も
関
わ
ら
ず
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の

こ
と
で
す
。
日
本
で
の
食
品
ロ
ス
の
量
は

年
間
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
51
㌔
。

こ
れ
は
、
ご
飯
茶
わ
ん
約
１
杯
分
の
食
べ

物
を
毎
日
捨
て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
食
べ
物
を
無
駄
に
し
な
い
意
識
と
行
動

が
と
て
も
重
要
で
す
。

▼
買
い
物
前
に
、
冷
蔵
庫
や
戸
棚
に
あ
る

食
品
の
種
類
と
量
を
確
認
す
る
。

▼
ま
と
め
買
い
で
安
く
な
る
場
合
も
、
食

べ
切
れ
る
か
考
え
て
買
う
。

▼
空
腹
の
状
態
で
買
い
物
に
行
か
な
い
。

▼
残
っ
て
い
る
食
材
か
ら
使
い
切
る
よ
う

に
考
え
て
調
理
す
る
。

▼
食
べ
切
れ
る
量
を
作
り
、
残
さ
な
い
よ

う
に
す
る
。

が
い
の
あ
る
人
の
自
立
や
社
会
参
加
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
ゲ
ー
ム
機
や
リ
モ
コ

ン
、
携
帯
電
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

小
型
家
電

回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
投

入
し
て
く

だ
さ
い
。

８月15日から１月11日に延期してい
た令和2年度成人式はコロナの感染
状況を考慮し、初の中止に（12月１日）

盛岡信用金庫と高齢者等見守りネッ
トワーク事業協定を結ぶ。同事業協
定締結は５社目（12月23月、市役所）

ホワイトとブラウンの2種類を手に抱負を誓う船橋理事長

唯一無二のうまいキノコ
八幡平マッシュルームが地域団体商標に登録

　馬
ば き ゅ う ひ

厩肥を活用して栽培される「八幡平マッシュルー
ム」が特許庁の地域団体商標登録を受け、生産する企業
組合八幡平地熱活用プロジェクトの船橋慶

よ し の ぶ

延理事長が
11月1７日、報告に市役所を表敬訪問しました。
　船橋理事長は「安定供給できるように規模拡大や人
材育成を図り、馬とマッシュルームの双方を八幡平の
文化として根付かせていきたい」と力を込めました。
　同商標はブランドの保護のほか地域経済活性化支援
を目的に導入され、県内では７件目の登録になります。

同工房の工藤理沙代表から塗りを重ねた椀の違いを教わる

筆やスポンジを使い世界に一つだけのマイスプーンを作成

伝統の技を未来へ継承
安比塗漆器工房で漆塗りを体験

　安代小４年生の児童10人が12月９日、安比塗漆器工
房で社会科見学体験学習を行い、地域の伝統的工芸品
である漆器の制作過程を学びました。
　児童は漆の説明を受け、制作現場を見学。昨年 6 月
に日本遺産に認定された“奥

お く な ん ぶ

南部”漆物語に関わる伝
統技術に触れました。その後は木製のミニスプーンに
赤、青、黄の３色の漆を塗り、思い思いに作品を仕上
げました。関来

く る み

海さんは「地元の漆文化を誇りに感じ
た。もっと漆について知りたい」と関心を高めました。

法務大臣から人権擁護委員に委嘱
された遠藤友子さん。再任４期目
（１月１日、市役所）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

賞状を手にする（左から）工藤さん、田村さん、阿部さん

日本郵便㈱と災害対応、高齢者や
子どもの見守りなど連携して取り
組む協定を結ぶ（12月16日、市役所）

平成10年の開館以来、５万人目の
記念来館者は工藤玉惠さん＝間羽
松＝（11月22日、市博物館）

岩手は輝く食材の宝箱
食育標語コンクールで西根中生徒３人が受賞

　令和2年度県食育標語コンクール（県食育推進
ネットワーク会議主催）で、西根中の生徒３人の作品
が最優秀賞と優秀賞に輝きました。
　テーマは「私の好きな岩手の食べ物」。応募総数
1,22７件から田村青葉さん（2年）の「海の幸　岩手の
野菜　宝箱」が最優秀賞を、工藤菜々美さん（１年）、阿
部姫

き ら り

良梨さん（2年）の作品が優秀賞を受賞しました。
　田村さんは「美味しい岩手の食べ物をたくさんの
人たちに知ってほしい」と期待を込めました。

同会として初の記念誌「７0年の年輪」を手にする大森会長

女性の英知と勇気の結晶
荒屋婦人会70年の歩みをまとめた記念誌発刊

　荒屋婦人会（大森貞
て い こ

子会長、会員４0人）は12月13日、７0
周年記念誌発刊を祝う会を荒屋コミュニティセンター
で開き、出席者約60人に記念誌をお披露目しました。
　昭和23年のアイオン台風被害者への義援金募集に始
まり、時代に応じて行われてきたさまざまな活動を紹
介。荒屋地区の歴史を見ることができる資料にもなっ
ています。大森会長は「これからも地域の人たちが安ら
げる郷土であるために、世代を超えて活動を続けてい
くことが必要」と力を込めました。

地域と学校の活性ツール
コミュニティ・スクール制度を学ぶ研修会

　コミュニティ・スクール推進協議会の研修会は12
月１日、市役所多目的ホール棟で開かれ、学校長な
どで構成する同協議会委員など32人が制度の動向や
今後の方向性について理解を深めました。
　市内小中学校の取り組みの現状や課題を共有し、
組織の在り方や教育振興運動との関係について意見
を交換。児童・生徒が地元への理解と関心を深め、
愛着を持って育つことができるよう、学校と地域が
一体となって取り組むことの重要性を確認しました。 今年度から市内の全小中学校が導入している制度です

黒澤洋史社長（右）から市内全児童
分の安比高原スキー場リフト券を
教育長に贈呈（11月26日、市役所）

地域住民が世代を超えスポーツに親
しむ『総合型地域スポーツクラブ』の
セミナーを初開催（11月26日、市役所）

魅力と一緒に心届ける
ふるさと納税返礼品の梱包作業

市内３カ所の就労継続支援B型事業所が作業を実施

　市ふるさと納税返礼品の梱包作業は12月、年末の
駆け込み寄付を受け、急ピッチで行われました。
　３日は（特非）そよかぜの家に通う利用者３人が作
業を担当し、丁寧な手つきで段ボールを組み立て、
緩衝材で保護して商品を封入。菅原隆志さんは「受け
取る人が喜ぶように、見栄え良くきれいな梱包を心
掛けています」と充実感をにじませました。
　令和2年中の市への寄付金は11月30日現在、４,019
万９千円（2,633件）となっています。

冬の夜空に色彩きらめく
平舘青商会と平舘高がイルミネーション点灯

　平舘青商会と平舘高美術部は12月10日、平舘コミュ
ニティセンター敷地内に設置したイルミネーション
をライトアップし、夜空を華やかに彩りました。
　ドラゴンアイの化身の竜をモチーフとしたデザイ
ンは校内コンテストで選出。同会員と１、2年の美
術部員は地元有志の協力を得て、ＬＥＤ電球など約
１万５千個を１カ月かけて装飾しました。
　松浦彼

か な た

方君（１年）は「見た人が明るく元気な気持ち
になってくれたらうれしい」と笑みをこぼしました。コロナ禍で頑張る人たちをＦＩＧＨＴの文字で応援

１月30、31日に開かれる東日本バ
イアスロン選手権大会の支援協定
書を締結（12月15日、岩手駐屯地）

宿泊施設の新しい利用形態に理解を深める参加者

ネットと自然で新風呼ぶ
市観光協議会がワーケーション部会を開催

　市観光協議会は12月３日、第３回ワーケーション部
会を市役所で開き、安比ロッキーインの大滝克美代表
が11月に行ったモニターツアーの報告をしました。
　ワーケーションとはリモートワークを活用し、働き
ながら休暇をとる過ごし方。都市を離れ豊かな自然の
中で仕事をすることで、創造性や生産性が高まります。
　大滝さんは「自然を体感してもらうのはもちろん、
人とのつながりを大切にし、リピーターからいずれは
移住定住につなげたい」と今後に期待を寄せました。
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新
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琉
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さ
ん

平成19年生まれ。両親と兄妹と暮らす。大
更小１年時に兄と一緒に相撲を始める。中
学では相撲部と特設陸上部に所属し、学校
が終わった後も寺田道場で相撲の稽古に励
む。好きな食べ物はカレー、かつ丼、醤油
ラーメン。身長165㌢、体重７5㌔。O型。

　
10
月
1７
日
に
県
営
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
開
か
れ
た
県
中
学
校
新
人

大
会
陸
上
競
技
１
年
男
子
砲
丸
投
げ

（
４
㌔
）に
出
場
し
た
工
藤
琉
誠
さ

ん
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従
来
の
県
記
録
を
23
㌢
更
新
す

る
９
㍍
10
を
投
げ
、優
勝
を
決
め
た
。

「
練
習
の
成
果
を
出
し
、優
勝
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
」と
笑
み
を
浮
か
べ

る
。
砲
丸
投
げ
の
大
会
に
参
加
し
た

の
は
初
め
て
で
、
練
習
期
間
も
１
カ

月
と
短
い
中
で
結
果
を
残
し
た
。

　
好
記
録
を
生
ん
だ
土
台
に
は
、
小

学
校
1
年
生
か
ら
始
め
、
現
在
も
熱

中
し
て
い
る
と
語
る「
相
撲
」が
あ
っ

た
。
相
撲
の
実
績
は
抜
群
で
、
６
年

生
時
に
は
第
10
回
白
鵬
杯
世
界
少
年

相
撲
大
会
で
の
寺
田
道
場
団
体
戦
優

勝
に
貢
献
。
相
撲
に
集
中
で
き
る
と

一
中
に
進
学
後
も
、
県
新
人
大
会
で

団
体
優
勝
、
軽
量
級
１
位
、
無
差
別

級
２
位
と
活
躍
は
著
し
い
。

　
そ
ん
な
工
藤
さ
ん
が
砲
丸
投
げ
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
体
育
の
授
業
。

９
㍍
近
く
を
投
げ
た
と
こ
ろ
、
佐
藤

聡
哉
先
生
か
ら
大
会
出
場
し
て
み
な

い
か
と
誘
い
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら

は
陸
上
競
技
経
験
の
あ
る
澤
口
祥
太

先
生
を
加
え
た
３
人
で
昼
休
み
に
練

スムーズな重心移動から、最後は
利き腕の左手で砲丸を押し出す
（連続写真合成）

習
を
重
ね
、記
録
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
砲
丸
投
げ
と
相
撲
は
共
通
点
が
多

い
。「
砲
丸
の
投
げ
方
は
相
撲
の
突
き

出
し
と
動
き
が
似
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
瞬
発
力
や
力
を
振
り
絞
る
バ
ラ
ン

ス
が
必
要
な
の
で
、
互
い
の
練
習
が

互
い
の
競
技
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い

る
」と
当
分
の
間
は
二
刀
流
を
貫
く
。

全
国
中
学
校
大
会
は
競
技
を
掛
け
持

ち
し
て
の
出
場
が
で
き
な
い
た
め
、

最
も
好
き
な
相
撲
で
の
出
場
と
な
る

が「
砲
丸
投
げ
も
目
指
す
は
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」と
目
標
は
高
い
。

　
ど
ち
ら
も
豪
快
な
投
げ
で
勝
負
を

決
め
る
べ
く
、
技
術
や
パ
ワ
ー
を
身

に
付
け
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
す
る
。


